
は　じ　め　に

岐阜県博物館は、総合博物館として昭和51年5月に開館し、これまで生涯

学習や学校教育などを支援する場として県民に親しまれてきました。おかげ

をもちまして、平成18年には開館30年目を迎え、この間に入館者は237万人

を超えております。大勢の皆様にご利用いただきましたことに、心より感謝

申し上げます。

さて、平成18年度も、当館は資料収集・保管・調査研究・展示・教育普及

などの活動に力を尽くしてまいりました。なかでも展示については、開館30

周年の区切りとなる特別展を2回行いました。春の特別展「緑いきいき！岐

阜の森」は、岐阜県の多様な森やその歴史等を紹介するのみならず、愛知万

博で人気者となったモリゾーとキッコロを招いたり、全国植樹祭のサテライ

ト会場としてのイベントを行ったりして、多くの方にご来館いただきました。

また、飛騨美濃合併130周年を記念して行った秋の特別展「錦絵が語る美濃

と飛騨」では、当館が精力的に収集してきた錦絵を中心に郷土美濃・飛騨を

紹介し、大変好評を博しました。このほか、21年間の徳山地区の発掘調査を

総括した（財）岐阜県教育文化財団文化財保護センター主催の「縄文人って

なかなかすごい！！～わくわく徳山縄文ワールド～」、岐阜県図書館と当館共

催の「古地図の世界Ⅵ～名所旧跡図一」などの特色ある展示も行いました。

今年度は、夏には中国の恐竜を展示する特別展「恐竜と生命の大進化一中

国雲南5億年の旅－」、秋には文化庁との共催で全国の発掘資料を紹介する

特別展「発掘された日本列島2007」など、スケールの大きい特色ある展

示を企画しています。当館としては、これらの企画の成功に力を尽くすとと

もに、資料収集・調査研究など地道な活動にも励み、「ふるさと教育」の一

端を担う郷土の総合博物館として着実な歩みを重ねていきたいと思っていま

す。また、秋には県をあげての「ぎふデスティネーションキャンペーン」が

行われますが、I全国的に本県をアピールするキャンペーンに、当館も積極的

に関わっていきたいと考えております。

ここに、上記のような平成18年度の活動の記録を紹介する館報第30号を刊

行しました。ご高覧いただき、当館の更なる発展のためにご指導を賜れば幸

いに存じます。

平成19年4月1日
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岐阜県博物館長　　高　屋　一　行
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I　博物館概要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を収集、保

管、調査研究、公開し、併せて教育普及活動を行うこと

により、広く県民の学習の場となり、また文化財保護の

精神の滴蓑に役立て、新しい教養と文化の発展に寄与す

ることを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）、自然

（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集保管、

展示、調査研究及びそれらの活用を図る総合博物館と

する。
・県内外の博物館及び相当施設との活発な交流を図ると

ともに、本県の中央博物館としての役割を果たす内容

と設備を有する施設とする。
・学校・社会教育機関等との密接な連携を図り、利用者

が楽しく学習することができ、未来への研究心と創造

性を開発させるような生涯学習機関とする。
・マルチメディアを活用し、「ハイパーハイビジョン風

土記」を主とした地域情報や博物館資料などのデジタ

ル化、情報の収集、加工及びインターネットによる情

報発信を行い、情報化社会に対応した電子博物館を目

指す。
・資料の収集及び保存並びに展示に関する専門的な調査

研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な

考証に基づく復元模型を含める。

購入のほか寄贈、寄託、借用等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人

文、自然の2部門に分ける。総合展示は、誰にも親し

めるよう平易な展元を心掛け、本県の歴史や社会、文

化の概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示する。

課題展示は、内容において、前者よりやや高度なもの

とする。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示を

する。

展示は、（ア）生涯学習の場として幅広い年齢層に
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親しめる展示、（イ）資料の単なる羅列ではなくス

トーリー性のある展示、（ウ）各時代の特色やテーマ

の本質をとらえた展示、（エ）できる限り実物資料の

展示をするが、更に、図表、模型等他種類の資料も活

用した展示、（オ）できる限り資料に直接触れること

のできる展示、（カ）視聴覚機器などを取り入れ、見

る人に強く訴える展示、（キ）解説が明確で分かりや

すい展示、とする。

各展示室の主題と内容は、次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」・・・原始時代から近代、現代

に至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりや

すく展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」・・・特色ある郷土の

民俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室l（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」・・・郷土の自然の概

要を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」・・・特色ある自然物

や事象をテーマ別に系統的に展示する。
、○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究
・博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究を行う。

・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的を研究を

行う。

（4）教育普及活動
・展示系や博物館資料に関連した教育・普及活動を行う。

・学校教育や社会教育の関係機関・団体との連携・協力

に努める。



〔沿革〕

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員

会において、博物館の建設を

決定

4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配置

6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起上式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　開館記念式典挙行　一般公開

「巨匠三人展」・「スポーツ

栄光展」

7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」入

館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲冒」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視覚障害者（触察）コーナー」

開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀山の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良l旧

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコーナー

設置

特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室Ⅱを改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室Iを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさと

の祭り」

昭和62年4月　特別展「飛騨の弥生時代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室Iを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」

7月　中部未来博’88記念展「中山

道～美濃十六宿～」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月16日恐竜足跡化石白川村で発

見

10月　特別展「移ろいゆく年中行事」

11月　日本生命財団から図書「岐阜

県博物館総合案内」4，000冊の

寄贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ除

幕式グリーンアドベンチャー

標識設置（自然観察のこみ

ち）岐阜県博物館協議会に、

「新しい時代・県民ニーズ

に対応できる博物館の在り

方について」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申
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平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を設置

4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐阜鹿児島姉妹

県盟約20周年記念展「鹿児島
～その自然と歴史～」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会から「新

しい時代・県民ニーズに対

応する博物館の在り方につい

て」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの～交

流する縄文・古代人～」

7月　特別展「恐竜王国・恐竜～謎

とロマン～」

10月　特別展「近世に輝く濃飛の群

像」

11月　小中学生常設展入館料無料化

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

9月　29日大型は乳類足跡化石を美

濃加茂市で発掘

10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン風

土記」イメージシュミレー

ションソフトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージアム棟起

工式

3月　大型は乳類足跡化石を展示

4月　特別展「川に生きる～水運と

漁労～」

8月　恐竜の歯等荘川村で発見

9月　特別展「美渡山地の自然」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスタ95

展示化石の借用、交流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟工事の

完成ハイパーハイビジョン風

土記「ひだ・みの紀行美濃路

編ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタ95にユタ州恐竜

化石を展示

7月　マイ・ミェージアム（マルチ

メディア情報センター）落

成式典挙行一般公開

8月　恐竜ゼミナールGIFU’95開催

10月　特別展「美濃・飛騨の古代史

発掘～律令国家の時代～」

人定三百年記念「円空展」

（名古屋市と共催）

県下第1号として「マルチメ

ディア工房・ぎふ」開設

11月　円空シンポジウム「世界にお



ける円空」

平成8年4月　高校生常設展入館料無料化

5月　入館者170万人を「’披

7月　開館20周年記念展「恐竜のふ

るさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プリガ

ムヤング大学付属地球科学

博物館と友好提携調印式挙

行

10月　飛騨美濃合併120周年記念展

「岐阜県の明治維新」

11月　飛騨美濃合併120周年記念

「文化講演会」

講師　作家　阿川弘之氏

作家　山田智彦氏

平成9年3月　ハイパーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」中山道編

ソフト完成

岐阜の魅力」

7月　特別展七のつのかぶとむし」

9月　特別展「能面へのいざない～

白山山麓から～」

平成11年7月　特別展「恐竜時代～モンゴル

と手取層群の恐竜たち～」

入館者190万人を突破

9月　特別展「恐竜時代」入館者

4万人突破

10月　特別展「水とまつり～古代人

の祈り～」特別陳列「円空

展～魂を木に刻んで～」

平成12年7月　特別展「海を越えた明治～ヨー

ロッパが愛した焼き物の美～」

9月　特別展「すばらしき東涯の自

然、再発見～巨大ヒノキが

見てきた生き物たち～」

11月　大鰐者200万人を突破

4月　特別展「花と鳥のイリュージ　平成13年7月　特別展「あのころいた烏～そ

ヨン～江戸の学問と芸術～」

9月　特別展「薬草のふるさと伊吹」

11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物館
‘‘マイ・ミュージアム”～来る

べき世紀の新しい博物館を

目指して～」財団法人日本

博物館協会表彰

平成10年3月　ハイパーハイビジョン風土

記「ひだ・みの紀行」飛騨街

道・郡上街道編ソフト完成

アロサウルス骨格標本展示

4月　ハイパーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」完成記

念事業：風土記フォーラム

「マルチメディアで調べる

歴代館長名簿

ういえばトキもおったげな～」

9月　特別展「七代目団十郎と国寅、

国芳一芝居、錦絵、中山道～」

11月　ハイビジョン静止画番組「石

たちの動物園」（マイミュー

ジアムギャラリー）

全国ハイビジョン手づくりソ

フトフェスタ2001グランプリ

受賞

平成14年2月　NEDO共同研究事業太陽光発

電システム完成

3月　バリアフリー対策事業小型モ

ノレール（スロープカー完

成

4月　特別展「温泉展～湯の華から

のメッセージ」

5月　入館者210万人を突破

10月　特別展「中山道街道400年」

平成15年7月　特別展「昭和くらしの歩み～

30年代を中心に～」

9月　特別展「野の幸・山の幸、岐

阜～発見！キノコと山菜、

薬草の魅力～」

10月　入館者220万人を突破

平成16年7月　特別展「タイムトラベル石器

時代～大昔はどんなくらしを

していたの？～」

9月　特別展「里山ミュージアム～

ドングリころころオオタカ

びゅ－ん～」

平成17年4月　高校生以下入館料年間無料化

（特別展入館料無料化）

5月　入館者230万人を突破

7月　特別展「線路はつづくよ～岐

阜、鉄道のあゆみ～」

9月　特別展「『名水・温泉・名勝』

展～水と大地のハーモニー～」

平成18年4月　開館30周年記念式典挙行

開館30周年記念特別展

「緑いきいき！岐阜の森」

5月　開館30周年記念植樹

モリゾ一・キッコロ来館全国

植樹祭中濃サテライト会場
～来館者全員招待入館～

8月　入館者240万人を突破

飛騨美濃合併130周年記念行

事博物館1日無料開放

9月　飛騨美濃合併130周年記念特

別展「錦絵が語る美濃と飛騨」

11月　文化の日博物館無料開放

在職期間（年度） 倩�����kﾂ� 俤ﾙ�XｯｨｭH�僖�7��｢�氏　　名 

1 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 ����平成5年～平成6年 �����(����,9&｢�

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 ����平成7年～平成8年 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 ��"�平成9年～平成10年 俘(��68������ﾕr�

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 ��2�平成11年～平成12年 �8��:���u8�����

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 ��B�平成13年～平成14年 俘(��ｻH��ﾔx��Eb�

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��廣　田　照　夫 ��R�平成15年～平成16年 兀����(��8���謦�

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 ��b�平成17年 �ｨ��J���ﾍﾈ��Wb�

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 ��r�平成18年 侘8���ﾈ������k��

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 �� ��

－5－



〔施設・設備〕

1　博物館 ��
ノ′′－－－、＼ 

ii本館3竺ノ 

マイ・ミュージアム 　4階 ���7ｨ��8ｹ��K(*ｸ�ｩ�ﾙD�����ｷ鞍R��ﾉ[i5x麌�(8�4X985r�7h����靈����Y<�¥ｩ5x麌��"�

マルチ ��h788ﾘ6X4(�ｲ�

一発霧 マイ・ミュージアム 3膳 躍室ハイ親ン ／ 倅�H�X蓼蓼蓼�����������ﾊHｸh�ﾊHｸh��齪徂ﾊb��ﾂ�俎Y;��b�

一鵬・一　案音韻 

収 

蔵 

マイ・ミュージアム 　2階 ��h��ﾌ�����gｸｭ��鱶��

1 

殺イ ミューシア ヤラリー 儺ｨ��*冖i�c����ﾌ����ﾉnｨ���c8���ﾌ��c)e��

臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆臆これ！ノ晴細さ葛臆臆漢音臆臆■エ18回雲霞曇菓臆臆臆 

マイ・ミュージアム ��們ｩ�齏｢�

1階 ��b�

牟 

EV 工ン 話し 玉 冦B��b�R�+YNr�

蔵 

庫 
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・主要書（名及び面積）

本　館 俯ｨ����������kﾂ�面積（壷） �7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��室　　　　　名 冤ｩ����-��｢�

1　階 ��c����ﾌ���c(���ﾌ���c8���ﾌ���cH���ﾌ���cX���ﾌ��314．1 126．0 192．0 99．4 55．0 ����､ｲ�エ　ント　ラ　ン　ス　ホ　ー　ル 都h�C��
2　階 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｲ��������ﾌ��ﾕH��������202．3 25．3 18．5 

3　階 �6�48��7(��5x��8x��98��7ｨ�ｸ8ｲ�192．3 

2　階 俾��)5x麌�ﾂ�583．8 

自然展示室2 郷土学習室 講　堂 研修室 第6収蔵庫 鼎s��C��店�CB��sH�CR��8�C"��C(�C���+(������������������������47．0 

4　階 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�5�5�5x4���x����ﾞﾈ������206．3 31．2 

3　階 ��ﾉ[i5x麌�ﾂ�942．3 

人文展示室2 特別展示室 図書資料室 特別収蔵庫 ��ﾃCs��C����8�C"�#3(�C"��C(�C���������������ｨ������������43．8 

2　館外施設

（1）自然観察のこみち

館内における”郷土の自然’’の展示に対応し自然環境の

中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然の

すがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3か所、万葉集の

植物の案内、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林な

どが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している。

（2）旧徳山村民泰

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は関村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用具

なども展示し、無料開放している。なお、平成13年9月、

茅葺屋根の一部葺き替えを実施した。
・様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材　ブナ、トチ

・建面積120．97五

・延面積197．48誼

・間取　り　右図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋、切り落とし窓つき

翻鰭鰯鑑灘畿‘一握 　子． 醸藤懸熱振麗閣議圏一・一 

一議滋態議 � 冓／　　　　へ、 

、“＿♪，ン ��儼h�b�

恥 凵�｣∴ 

懸謎 俯ﾘﾇﾂ����h�����b��>ｩ,ﾘ����ﾉr�倅�ｨ自?�佗�-I>S��ﾃ��

・密、i ����H�ｨ�ｨ�ｨ�ｨﾆ2�齎��:��)�ｸ��>ｸﾈ����hｬ�?��R�����(��8ｸ�R����*ﾘｯB� 
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さ、ミ �)飲�WHｶ��ﾅ���

糸 後 篇 儷8馼�b�÷ 

の �����｢�／ ′ 

－ �� 

み ち　　　農場∴章 剔� 

尋抽出軍 　　旧纏山村良筆 

口 紅 卓フ 占 用 ヽ－。 川 手十 品 �������������D��������耳耳耳爾����������*�?ｩ�ﾈ��ﾏｸ��8�������FR�

＼ 1 末ﾄ��

繭 �����"�
i 　　i 　　　n ノ問二十j　∝蓬± 1 　　測塵 

i 宮 l ！＝ 

▲1階間取り図

天井 

輔 ，i ネヤこ 。 iil i 許＼、天井 逆上∴∴× 天井 �(hﾅ2��������鳴�4ｨ4(���ﾂ���鳴�山山上、 「：三÷÷ 」一二一・十 」＿＿＿＿＿＿＿＿ 

裾／‾＼十日千・一語≡華 
！　　　青ふ山一　青 田山山地轄屋根妄コ王室二三■一手 　　」一一十 

▲2階間取り図



Ⅱ　平成18年度のあゆみ

［職　員］

1　職員名簿

職名（担当） 倩�����kﾂ�職名（担当） 倩�����kﾂ�職名（担当） 倩�����kﾂ�

館　　　　　　　長 侘8���ﾈ������k��【学　芸　部】 ��Y[ﾘﾘ(謦��^�ivﾘ謦�［マイ・ミュージアム担当］ 偃���Oh���x��k��

副　　　館　　　長 冢ﾈﾋI�8ﾗ2��Ynﾉ��樞�6饐9l��学　芸　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 

【総　務　部】 凵m人　文　担　当］ 僮I 刎���68��ｷh��謦�

総　務　部　長 刮ﾛ　長　補　佐 冤l 伜)68ｼY&｢�-����ﾉ�ﾂ�

［管理調整担当］ 刮ﾛ長補佐（民俗） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�［教育普及担当］ 

課　長　補　佐 凵栗　（歴史） 傀ｨ������ｵ���爾�課　長　補　佐 

主　　　　　　　査 �H���8��������（兼）学芸主事（考古） �+x��夊��ﾔｸ��?��／／ ��ﾈ�����ﾕ���Wb�

／／ �:���ｶx���8����主事（美術工芸） 偃x夐oYuB�'(�8枻�学芸業務専門職 仆ﾘ������ﾔh��Wb�

主　　　　　　　事 �+x��夊��懐t9jB�［自　然　担　当］ 僮I 儻���68��ﾔｸ��J｢�

管理業務専門職 �6���{���u8�����課　長　補　佐 凵y専門相談役－】 傴ﾈ��Oh��ﾔ�h��

II �ﾘ��68��&ﾘ��ﾘ��課長補佐（植物） ��x��:���ﾘ���Tb�

II 乂ｨ��ｮ���-�,h-ﾒ�I／　（地学） 冦����h��ﾆ8�����

I／ 刔ｨ������雍倡��主　　任（動物） �����68��ﾉ(��爾�

Il II 日日雇用職員 ��ﾉYI�騏)Oﾂ�揵�(*�.H-ﾒ�ﾄn�h�MB�学芸業務専門職（古生物） 佝ｨ�������8躪ﾕ��

2　異動

転　出　者　　館　　　　　　長　　下　畑　五　夫　　転入者　　館　　　　　　長　　古　川　和　明

課　長　補　佐　　早　川　克　司

II　　　　　　熊　崎　康　文

II　　　　　　古　田　靖　志

II　　　　　　高　田　幸　世

退職者　　主　　　　　　査　　伊　藤　武　義

管理業務推進職　　西　村　千恵美

ー8－

副　　館　　長　　野　原　正　行

課　長　補　佐　　所　　　輝　一

II　　　　　　木　澤　慶　和

II　　　　　　和　田　久　司

II　　　　　　山　田　暁　男

主　　　　　　査　　井　上　　　充

管理業務専門職　　小　泉　あゆみ



〔日誌抄〕
平成18年度
4．1「岐阜県博物館報」第29号発行

1　人事異動に伴う辞令交付
1　マイミュージアムギャラリーー

「木象蕨の匠と技～楽堂の木象蕨と金子
コレクション～」（一5月7日）

8　開館30周年記念展「岐阜県博物館のあゆ
み」（～5月7日）

16　恐竜教室「恐竜ってどんな生きもの？」
19　豊山ウオッチング

23　親子で博物館探検
28　開館30周年記念式典
28　開館30周年記念特別展「緑いきいき！岐

阜の森」（～6月25日）
29　春のグリーンアドベンチャー
30　ギャラリートーク「木象崩の世界一その

歴史と伝統の技～」（午前・午後）
5．3　化石のレプリカをつくろう

4　響け！和太鼓（午前・午後）
7　東涯の木曽ヒノキ備林自然観察会
13　ボランティア講座人文考古・人文民俗コ

ース

14　キルトの魅力～アンティークミシンとの
コラボ展～（6月18日）

14　自然観察会「夏鳥を観察しよう」
17　里山ウオッチング

20　講演会「I T時代の宝島～今、博物館が
おもしろい～」

21全国植樹祭中濃サテライト会場自然体験
学習

24　パソコン簡単絵手紙～へたでよし！心で
描こう！～

28　特別展講演会「岐阜の森はおもしろい～
地球の緑の中から見つめて～」

30　パッチワーク講習～和の小物『三つの花
のミニポーチ』～

6．4　金華山の森自然観察会
7　パッチワーク講習～和の小物『一つ花

の眼鏡ケース』～
10　ボランティア講座人文考古コース
11豊山オリエンテーリング
17　パッチワーク講習～和の小物『和布のコ

サージュ』～
18　楽しい折り紙教室
21豊山ウオッチング
25　飛騨の伝統工芸展～飛騨春慶と一位一刀

彫～（7月30日）

25　親子で博物館探検
28　パソコンで簡単に、水彩風暑中見舞いを

つくろう

7．1魚の捕まえ方教えます～ビオトープの自
然観察一

8　植物標本をつくろう1
15　縄文人ってなかなかすごい！！～わくわく

徳山縄文ワールド～（9月3日）
15　デジタル・アーキビスト養成2日間講座

①（～16日）

17　植物標本をつくろう2

19　里山ウオッチング

22　まが玉をつくろう

23　化石のレプリカをつくろう
30　ウッドバーニングアート（焼き絵教室）

8．2　小鳥の骨の標本をつくろう1
5　まが玉をつくろう
6　心に響くトールペイント（～9月18日）

6　木ホルダーをつくろう
9　小鳥の骨の標本をつくろう2
10　トールペイントでケーキをつくってみよ

う！！

13　自然観察会「セミの羽化を観察しよう」
16　里山ウオッチング

19　火おこし器をつくろう
20　発掘調査報告会「徳山の縄文時代」講演

会「徳山縄文文化の系譜」
26　夏休み採集物鑑定会（動物・植物・化

石・鉱物）
27　自然観察会「川原の石の見分け方」
27　木の動くおもちゃづくり

9．2　まが玉をつくろう
13　トールペイントでケーキをつくってみよ

うiI

15　飛騨美濃合併130周年記念特別展「錦絵
が語る美濃と飛騨」（一10月29日）

17　昭和のおもちゃをつくろう（日光写真）
20　里山ウオッチング
23　木の実で遊ぶアート・絵筆に込めた夢と

自由～羽島の三人展～（10月29日）
23　むかしの版木を摺ってみよう（午前・午

後）
24　むかしの版木を摺ってみよう（午前・午

後）
10．1　どんぐりと落ち葉で遊ぼう

7　職人の技浮世絵摺り実演
8　職人の技浮世絵摺り実演
9　職人の技浮世絵摺り実演
14　デジタル・アーキビスト養成2日間講座

（D（～15日）

18　豊山ウオッチング

21木の実でおもしろ体験
22　特別展講演会「岐阜と錦絵」
28　百年公園・博物館を写生しよう
29　岐阜の歴史講座「原三渓とその生き方」
31おもしろ岩石・鉱物展（～12月17日）

11．3　秋のグリーンアドベンチャー

／
3　第50回岐阜県児童生徒科学作品展中央展

／第6回社会科課題追究学習作品展（～
5日）

5　秋のコンサートi nミュージアム一秋の

音楽を生演奏で一
日　デジタル・アーキビスト養成2日間講座

③（～12日）

15　エジプト展覧会～パピルス絵画とエジプ
トの文化～（12月10日）

15　里山ウオッチング

18　江戸時代のおもちゃをつくってみよう

（紙つばめ）
19　徳山のくらしを体験しよう
23　リースづくり（午前・午後）
29　パソコンでつくろう、年賀用ランチョン

マットとおそろいの箸袋・お年玉袋
12．3　岩石・鉱物展おもしろ教室

10　和風をつくろう（道風）
17　懐かしさ高田徳利～美濃焼・多治見の通

い徳利～（2月24日）

17　わら細工～しめ飾りをつくろう～

20　豊山ウオッチング
23　花もちをつくろう

1．4　おカネの文化史～篠田家資料より～（～
2月12日）

6　自然観察会「春の七草ウオッチング」
7　七草がゆを食べよう
13　ボランティア講座人文民俗コース
17　豊山ウオッチング

21恐竜教室「恐竜のくらし」
2．4　昭和のおもちゃをつくろう（日光写真）

11国際彫刻展～ボーダレス時代の造形表現
～（3月21日）

11自然観察会「冬鳥を観察しよう」
17　古地図の世界Ⅵ～名所旧跡図一（～3月

21日）

17　豆びなの給付教室
18　講演「岐阜のほとけたち」
21豊山ウオッチング
25　昭和のくらしを体験しよう

3．4　親子で博物館探検
11紙で手作りおもちゃをつくろう（紙ブー

メランとミニ凧）
18　江戸時代のおもちゃをつくってみよう

（紙つばめ）
21里山ウオッチング
21大人のための温泉講座

〔博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ　また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　　名 侏ｸ���������X��������kﾂ�

金　森　昭　夫 �ｩ(i?ｩ�i[xｯ)Xﾈ辷��+r�

神　谷　慶　男 弍)Xﾉ_ｩ�xxｨ靖/yo�_ｩ�xｼik�gｹYI+r�

波　田　美枝子 弍)Xﾈﾊx揵(hｧxﾕｩ+x檍檍醜����^H�9zygｹ68抦ｧxﾕｩ+r�

古　屋　康　則 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYH�ｻ8����iyﾙ�i�Hｧx�｢�

鈴　木　専　英 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾉYｸ檠+x��鉙ﾆｹ]ｸ支��+r�

玉　井　博　示古 ��冖ﾈ�ｨｼｨ皐夐gｹ]ﾉ�9Uﾈ��蹴�

堤　　　俊　行 比┷ｯ)Xﾉ_ｩ�xｼy+r�

永　原　千　秋 弍)Xﾈﾊu�D���ﾘx檠^ｩ�X効醜橙�

名　和　哲　夫 冖ﾉ��ﾚ�(飃饂渥�+x��ｯ)XﾈﾊyH饂渥仄h檠Yｸ檠+r�

◎早　川　万　年 弍)Xﾉ�Xｧxｻ8支ｧyYHｻ8����讓ｧx�｢�

平　井　花　画 弍)Xﾈﾊx8h6ﾈ5�5(ｺh檍檠+r�

安　田　孝　子 乂xﾕｩd��ﾈ��68ｧx��?�9hｷYv9'H��+r�

◎会長　　　　（平成18年10月23日現在五十音別）

任期は平成18年9月24日～平成20年9月23日
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（開催状況）

月　日　平成18年10月23日

場　所　岐阜県博物館　講　堂

議　題・新しい岐阜県博物館像
－リニューアルの構想と方針－



〔実施事業の概要〕

今年度は当館開館30周年という節目の年であったので、

特別展をはじめいくつかの記念事業を行った。飛騨美濃

合併130周年に関わっては、特別展を開催するとともに

8月20日を無料開放日とした。また、文化の目に関わっ

て11月3日も無料開放日とした。（P19参照）

新たな試みとしては、県教育委員会教育研修課と連携

しての博物館活用講座の実施がある。教員を対象とした

講座で、社会と理科に関する2講座を当館で開講した。

施設・設備面では、昨年度は本館の冷凍機の更新をし

たが、本年度は本館の空調電気機械室、研修室及び図書

資料室の設備機械室、管理棟2階男女便所の石綿除去工

事を行った。本館屋上の一部の防水工事も実施した。

また、展示室や収蔵庫の老朽化・狭隆化等の課題に対

応するため前年度から検討を重ね、ソフト・ハード両面

の改修計画を「新しい博物館像を求めて－リニューアル

の構想と方針－」としてまとめた。さらに、それに基づ

き予算要求を行い、博物館協議会でも検討いただいた。

1　調査研究事業

人文分野では、下呂市で採集された縄文資料や特別展

に出品した錦絵の調査研究を行った。自然分野では、ウ

シモツゴ保護に関する調査、岐阜県植物誌刊行に向けて

の調査・研究、活断層の調査などを行った。

2　展示活動（下表参照）

特別展・資料紹介展などを下記のとおり実施した。

3　資料収集活動

人文分野では、錦絵や観光案内資料など当県ゆかりの

資料を購入した。また、石田鎌一氏所蔵の書画等や東海

道新幹線関係資料など多くの資料を寄贈いただいた。

自然分野では、鳥類や岩石・鉱物の標本を購入した。

また、県内動・植物標本や岩石・化石標本など多数の資

料の寄贈を受けた。

マイ・ミュージアム分野では、当館のもつ「岐阜県の

地域情報」と情報産業課から移管された「岐阜ミュージ

アム」のデータを統合一元化し、当館ホームページに掲

載した。また、新たな博物館収蔵資料データベースの整

備・運用を開始した。

4　教育普及活動

学校との連携では、出前授業や教員研修会への講師派

遣を多く行った。国立教育政策研究所による「岐阜県博

物館等と連携した教育の実践的研究」は2年目に入った。

催しものは、今年度も90回程開催し、ほとんど満員で

あった。児童生徒用の博物館学習教材の自然展示室ビン

ゴは大変好評であった。また、小中高生入館料常時無料

化実施に対応して、今年度は博物館ミュージアムカー

ド・シールを作成した。学校団体に対しては引き続き綿

密な対応を行った。

広報活動としては、今年度、新聞社等への個別取材依

頼を重点的に行い効果を上げた。

展　　　示　　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　示　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　設　展 僖���ｭB�・人文関係では、展示室1の「地方信仰」等のコーナー、展示室2の ��
美術工芸・民俗資料、昭和の居間コーナー、文化財保護センター資 
料コーナーの展示替えを行った。 

・自然関係では、メインホールに恐竜コーナーを新設した。また、可 

変展示コーナーや立ちケース内を中心に展示替えを行った。 

開館30周年記念展示 滴�繹��7��ｨ���開館以来の全ての特別展のポスターや関連資料などを展示して、当館 嶋�3#cb�
「岐阜県博物館のあゆみ」 店�繆��?ｨ�｢�の30年のあゆみを紹介した。 

開館30周年記念特別展 滴��#��仞��ｨ���当県の多様な森とその歴史的変遷、森の仕組みや働きを展示紹介し ��x�3c���
「緑いきいき！岐阜の森」 塗��#X��?ｨ�｢�た。5／21には全国植樹祭サテライト会場になった。 

文化財保護センター特別展 度���X��7��ｨ������8��?ｨ�｢�徳山ダムに沈む遺跡の発掘調査で見つかった縄文土器や石器をわか ����33C2�
「縄文人ってなかなかすごい日 凾閧竄ｷく紹介し、縄文時代を中心とした徳山地区の様相を明らかにし 

～わくわく徳山縄文ワールド～」 主催：（財）岐阜県教育文化財団 文化財保護センター 凾ｽ。 

飛騨美濃合併130周年記念特別展 祷���X�仞��ｨ���当県に関係する錦絵を展示し、その多彩な表現を紹介するとともに、 ��H�3S3r�
「錦絵が語る美濃と飛騨」 �����#���?ｨ�｢�郷土の歴史や文化、当時の人々の認識も探った。 

資料紹介展 �����3�����ｨ���身近にある岩石や鉱物を展示し、まだあまり知られていない石の興味 ��8�3S#R�
「おもしろ岩石・鉱物展」 ��(���x��?ｨ�｢�深い性質を紹介した。 

資料紹介展 「おカネの文化史～篠田家資料より～」 買���人々のくらしと密接なつながりがある、お金に関係のある資料（江戸 滴�3Cッ�l／4（木）～ 2／12（月） ���諸��鳬�8�ｨ/�5x麌��櫁+X+ﾘ�"���

岐阜県図書館収蔵資料展示 買���県内を始め全国各地の名所旧跡図を展示し、江戸時代の名所旧跡・神 滴�3CsR�
「古地図の世界Ⅵ～名所旧跡図一」 主催：岐阜県図書館・岐阜県博物館 �(���x��7��ｨ���8��#����X�｢�社仏閣・温泉などの観光スポットを紹介した。 i 

マイミュージアムギャラリー �����x����｢�「木象蕨の匠と技～楽堂の木象巌と金子コレクション～」を始め8回 ��の展示会を実施した。 
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〔特別展〕
一開館30周年記念特別展－

1　展覧会名称

「緑いきいき！岐阜の森」

2　開催期間

平成18年4月28日（金）～6月25日（日）

3　趣旨

岐阜県は、県土の約80％が森であり、海抜Omの平野

から3，000mの飛騨山脈まで標高も幅広く、暖温帯から

高山帯にいたる多様な森で覆われている。森は人間の生

活に必要な物質を提供してくれるだけでなく、様々な動

物が生きる舞台でもある。また、雨水を貯え、土砂崩れ

を防ぐなどの働きをする。さらに、近年では「森林浴」

などレクリエーションの場としても注目されている。

本特別展では、岐阜県の多様な森を紹介し、自然のゆ

たかな本県を県民に再認識していただきたいと願い、こ

のテーマを設定した。

展示では、現在の多様な森を紹介するだけでなく、近

年、遺跡の発掘等から明らかになってきた、現在の森に

なるまでの歴史も紹介した。また、実際に森に親しむた

めの方法の紹介や、県内各地の良好な森を紹介した。

「 ��� �� �� � 
i ∴ ����������h����������������������������������������B� ��ii �� � 

十∴ 

。言載 � �������������b�剪� ��∴ら 

遠道／園1－闇 ∴　繋業‖題臆88㌔： 劔舒ﾘ��� � �� ��

’＿鷲 ∴＼∴ �� � �� �� �� 

展示風景（ようこそ森の世界へ）

4　展示構成

（1）ようこそ森の世界へ
・森とは何か

・日本は放っておいても森ができる

（2）森をながめる　森を読む
・三角形は針葉樹　丸いもこもこは広葉樹

・いつも緑は常緑樹　紅葉するのは落葉樹

・同じ木ばかりは人工林　いろいろな木がある自然林

・風が吹くと白く見える木　見えない木

・森の中は4階建てアパート

（3）海抜Omから3，000mまで多様な岐阜の森
・低地帯（0－800m）照葉樹林　アカマツ・コナラ林

・山地帯（800－1，800m）ブナ林・温帯針葉樹林

・亜高山帯（1，800－2，800m）針葉樹林・ダケカンバ林

・高山帯（2，800m以上）森林限界　ハイマツ帯

（4）森のはたらき
・さまざまな生き物のすみか

・地球温暖化の原因となる二酸化炭素を吸収

・緑のダム（洪水を抑え、豊かな水を作る）

・森林セラピー（健康と森林　森林浴の効用）

展示風景（森のはたらき）

（5）岐阜県の森の歴史
・今渡の川底林　およそ2，000万年前

・針葉樹林が広がっていた氷河期

・暖かくなった縄文時代

・イチイガシが茂っていた弥生時代

・木が大量に伐られ始めた古墳時代

・アカマツ林が増えた江戸時代

・森が大量に伐られた昭和時代

・森の価値が見直され始めた平成時代

（6）森で遊ぼう
・植物による光合成の実験

・木のパズル

・木材ブロック遊び

与、関連事業
・4月29日（土・祝）みどりの日「グリーンアドベンチ

ャー」（百年公園・当博物館）
・5月7日（日）「東濃ヒノキ備林　自然観察会」

（中津川市裏木曽国有林）講師：東涯森林管理署職員
・5月21日（日）「第57回全国植樹祭　中濃サテライト

会場」（百年公園・当博物館）
・5月28日（日）特別展講演会「岐阜の森はおもしろい

－地球の緑の中から見つめて－」

講師：小野木三郎氏（日本自然保護協会参与）
・6月4日（日）「金華山の森自然観察会」（岐阜市）
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ー飛騨美濃合併130周年記念特別展－

1　展覧会名称

「錦絵が語る美濃と飛騨」

2　開催期間

平成18年9月15日（金）～10月29日（日）

3　趣旨

錦絵は浮世絵版画の一種で、日本が世界に誇る美術の
一つである。江戸時代に庶民の楽しみとして発達した錦

絵は、身近で親しみやすい美術作品であった。それと

ともに、当時の様子を視覚的に知ることができ、当時の

人々の思いを伺い知ることのできる文化財でもある。

この特別展では岐阜県に関係する錦絵を一堂に展示し、

その色とりどりの華やかな表現を鑑賞する機会を提供し

た。また、描かれた戦国武将や相撲取り、物産や街道・

風景、伝説や事件などについても紹介し、郷土の歴史や

文化、そして、美濃や飛騨に対する当時の人々のイメー

ジを探った。

4　展示構成

（1）第1部　岐阜ゆかりの戦国武将

岐阜に関係のある戦国武将を取り上げた錦絵を展示。

斎藤道三、織田信長、森蘭丸、明智光秀といった人物た

ちを紹介した。当時の人々が抱いていた、これらの武者

たちに対するイメージなどを探った。月岡芳年「魁題百

撰相」より「森蘭丸」ほか（町田市立国際版画美術館蔵、

神奈川県立歴史博物館蔵）、小林清瀬「明智左馬之助光

春湖水乗打唐崎松之図」（神奈II惧立歴史博物館蔵、当

館蔵）などを出品。
’‘‘・‘綴緩鱗茎 ��；美′ 

鶉灘怒、・、・緻騒く � 

重態盗凝電琴 儺X�x�r� ※ ∴∴－：：亭 －∴∴　∴一一∴∴ �������

展示風景

（2）第2部　美濃・飛騨出身の相撲取り

美濃・飛騨出身の相撲取りを描いた相撲絵を展示。鏡

岩、白真弓、鬼面山を紹介した。当時の相撲の様子や、

3人の力士に対する当時のまなざしなどを探った。三代

歌川豊国「白真弓肥大右衛門」（個人蔵）、同「鬼面山

と不知火の取組」（当館蔵）などを出品。

（3）第3部　美濃と飛騨の産業・物産

美濃と飛騨の産業や物産に取材した錦絵を展示。飛騨

の匠、美濃紙、和傘、鵜飼などを紹介した。岐阜の何が

当時関心を集めていたのか、などについて探った。歌川

国芳「江都錦今様国尽」より「近江　萩の玉川　美濃

三勝」ほか（岐阜市歴史博物館蔵、当館蔵）、渓斎英泉

「岐阻路ノ駅　沖波　長柄川鵜飼船」（当館蔵）などを

出品。

（4）第4部．中山道　美濃十六宿＋馬籠

中山道に関係する錦絵を展示。県内の街道と宿場を紹

介した。中山道を浮世絵師がどのように描いたのか、な

どを探った。渓斎英泉・歌川広重「木曽海道六拾九次之

内」より「御嶽」ほか（岐阜市歴史博物館蔵、当館蔵）

三代歌川豊国「木曽六十九駅」より「馬籠　下坂町　新

左衛門女房お時」ほか（個人蔵）をどを出品。

（5）第5部　北斎・広重も描いた濃飛の名所・風景

美濃や飛騨の風景画を展示。著名な絵師、北斎や広垂

らの描いた養老の滝、寵の渡しなどを紹介した。当時の

人々は岐阜のどこに興味をもっていたのか、などを探っ

た。歌川広重「六十余州名所図会　美濃　養老ノ瀧」

（岐阜市歴史博物館蔵、当館蔵）、葛飾北斎「諸国名橋

奇覧　飛越の堺つりはし」（当館蔵）などを出品。

（6）第6部　舞台は岐阜　芝居・伝説・出来事

美濃・飛騨にかかわる芝居や伝説、出来事を題材にし

た錦絵を展示。牛若丸と熊坂長範、小栗判官、板垣退助

遭難、濃尾震災などを紹介した。当時の人々が好んだ物

語や、注目した事件について探った。歌川芳虎「美濃国

赤坂宿　熊坂夜討之図」（当館蔵）、三代歌川国貞「愛

知県岐阜県震災義指金一覧表」（岐阜市歴史博物館蔵、

当館蔵）などを出品。

（7）体験型展示

顔出し撮影パネル、浮世絵多色摺体験コーナー、浮世

絵重ね押しスタンプ、触れる浮世絵、錦絵拡大観察。

錦絵拡大観察コーナー

5　関連事業
・9月23日（土・視）・24日（目）

「むかしの版木を摺ってみよう」

・10月7日（土）・8日（日）・9日（月・祝）

「職人の技、浮世絵摺り実演」

摺師：内田アート　小谷光一氏
・10月22日（日）

特別展講演会「岐阜と錦絵」

講師：京都造形芸術大学専任講師　菅原真弓氏
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〔資料紹介展〕
一資料紹介展1－

1　展覧会名称

「おもしろ岩石・鉱物展」

2　開催期間

平成18年10月31日（火）～12月17日（日）

3　趣旨

大地をつくっている岩石、その岩石を構成する鉱物は

長い地球の営みの中でつくられた。足下に転がる岩石に

も地球の歴史や郷土の生い立ちを調べるための情報が詰

まっている。その情報を読みとるためには少しばかり岩

石や鉱物についての知識が必要である。

今回の資料紹介展では、岩石の基本的な分類、岐阜県

に分布する岩石、代表的な鉱物について展示し、岩石や

鉱物についての基礎知識を紹介するように留意した。ま

た、岩石の名称や通称には植物や動物などにちなんだも

のが数多くある。そこで岩石の由来となったそれらの資

料と見比べることで、名の由来を確認したり、自然が造

り出す形の巧妙さを知っていただけたりするように配慮

した。
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展示風景

4　展示構成

（1）岩石は鉱物から

身の回りにある岩石が、結晶である鉱物からできてい

ることを紹介し、岩石を基本的な分類にしたがって展示

した。

（2）岐阜は石の博物館

岐阜県内に分布する代表的な岩石を展示した。岐阜県

内には、日本で最古の岩石から世界で最も新しい花崗岩

まで、形成された時代や種類が異なるさまざまな岩石が

分布している。岐阜県が、岩石や日本列島の生い立ちを

知る上で重要な場所であることを紹介した。

（3）自然がつくった結晶「鉱物」

鉱物を「造岩鉱物」「金属鉱物」「宝石鉱物」に分け

て展示した。鉱物の結晶の形や色の美しさ、おもしろさ

などが分かるようにした。

（4）ものまねをする石たち

岐阜県を代表する銘石として知られる菊花石をはじめ

として、植物や動物などにちなんだ名前をもつ「石」を

「ものまねをする石」として紹介した。ここでは岩石、

鉱物、化石といった分類に関係なく、「植物に似る」
「動物に似る」「ものに似る」の3つの区分にしたがい、

名の由来となったものと比較できるように並べて展示し

た。

（5）紫外線で輝く鉱物

紫外線によって蛍光を発する鉱物を紹介した。展示

ケースの照明が蛍光灯と紫外線灯（ブラックライト）と

に切り替えることができるようにし、鉱物の見え方の違

いが分かるように展示した。

紫外線による蛍光を発する鉱物

（6）宇宙からやってきた石“隕石’’

隕石と隕石の衝突によってできたテクタイト、シャッ

ターコーンを紹介した。

（7）五感を使って石を体験しよう

岩石や鉱物についての硬い、重い、ゴツゴツしている

をどといった一般的なイメージと異なるさまざまな資料

を展示し、触覚・視覚・聴覚・嘆覚・味覚（展示紹介の

み）を使って岩石や鉱物の興味深い性質を体験できるよ

うにした。

繁務　冨田；－ii ��
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体験コーナーは人気

5　関連事業
・12月3日（日）「岩石・鉱物　おもしろ教室」
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一資料紹介展2－

1　展覧会名称

「おカネの文化史～篠田家資料より～」

2　開催期間

平成19年1月4日（木）～2月12日（月・振）

3　趣旨

平成14年度に篠田貴美子氏から寄贈された数百点にの

ぼる資料の中から、人々の暮らしと密接なつながりのあ

る貨幣関係資料（江戸～昭和時代）を展示紹介した。江

戸時代の各種の金貨・銀貨・銭貨を展示するとともに千

両箱、勘定皿、両替商看板、財布、銭刀など興味深い資

料を紹介した。また、明治～昭和の資料では、党旗券、

戦時貯蓄債券をどを展示した。時代や社会の状況に応じ

て移り変わる貨幣の形態や材質及びその使用方法などの

おカネの文化史を、時代の流れとともに分かりやすく展

示することに留意した。

この資料紹介展をとおして、貨幣の歴史や貨幣のもつ

役割、貨幣と社会の関わりについて興味や関心を、さら

に高めていただく機会にしたいと考えた。

4　展示構成

（1）貨幣の歴史

江戸時代から昭和時代までの貨幣制度の移り変わりを

紹介した。
・両替商店先（復元）・・・両替秤と千両箱と銭箱、算盤

と棒秤、大福帳を配置し、両替商看板を掲示した。
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展示風景

注戸時代の貨幣制度・・・金貨・銀貨・銭貨の三賞を展

示し、両・分・朱の4進法や両替の基準について図解

したパネルを掲示した。

明治・大正時代の貨幣制度・・・円・銭・厘の単位によ

る10進法について示し、新貨条例など法的根拠も紹介

しながら免換紙幣などを展示した。

昭和時代の貨幣・・・日本銀行法による管理通貨制度の

確立をパネルで示し、日本銀行券の変遷を展示した。

硬貨では、10銭の素材が明治から昭和にかけて、銀か

ら鋼、そしてアルミニウムへと社会の情勢に合わせて

変化することが分かるように展示した。

展示会場のようす

（2）貨幣とくらし

貨幣の利用にかかわる用具や債券類などを、「はかる」

「ためる」「はこぶ」「つかう」のテーマで紹介した。

①はかる・・・計量や計算をした道具である両替秤や勘定

皿を展示した。勘定皿では、実際に皿のマスに1両分

の二朱金の模型をのせて、計算の仕方が分かるように

展示した。また、寛永通宝4000文を山積みにして1両

との交換量をイメージすることができるようにした。

②ためる・・・貨幣を保管した千両箱や銭箱、船箪笥を展

示した。また、戦時中に発行された戦時貯蓄債券など

が、多額の割増金をつけて発行されていることも紹介

した。

③はこぶ‥・便利で安全な持ち運びを考えた銭刀や早道、

旅枕などを展示した。銭刀の展示では、貨幣をどこに

隠し入れたのかが分かるように、使用状況を再現して

．展示した。

④つかう‥・売買以外の使われ方にかかわる資料を展示

した。「一万門札」のデザインを片面に印刷した広告

や岐阜県復興第1回宝くじ、東京オリンピック記念貨

幣などの展示をした。

（3）体験コーナー等
・「1億円」と「千両箱」の重量体験コーナーを設置

した。1億円がどれくらいの重さなのか、実際に持ち

上げて重さを体験できる模型を設置した。また、慶長

小判を基準に製作した重さ20kgの千両箱の模型と重さ

10kgの1億円の模型を並べて展示し、重さを比べら

れるようにした。
・紙幣の偽造防止技術の紹介コーナーを設置した。ブ

ラックライトを使って、特殊発光インキが発光するよ

うにした。
・会場において、展示解説を実施することで、来場者と

のコミュニケーションを図ることができた。
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〔岐阜県図書館収蔵資料展示〕

1　展示会名称

「古地図の世界Ⅵ～名所旧跡図一」

2　開催期間

平成18年2月17日（土）～3月21日（水）

3　主催

岐阜県図書館・岐阜県博物館

4　趣旨

岐阜県図書館に併設された世界分布図センターは全国

唯一の「県立の地図の資料館」で、世界約180余の国と

地域の地図や図書資料を約14万点収蔵している。これら

の中でも、現在発行されていない資料的価値の高い古地

図（こちず）は、地理的情報に加えて、歴史的情報を提

供する貴重な資料となっている。

古地図には、文字にすれば多数の紙面を要する情報が
一枚の紙に納まっているので、見るほどにその意図や背

景がわかり、味わいが深まる。また、ながめるだけでも、

現在の地図とは異をる独特の表現方法や、色の使い方な

どを楽しめる。こうした古地図の価値や魅力を紹介する

ため、平成13年度から毎年、実物を展示できる県博物館

において「古地図の世界」を共通テーマにした展示会を

開催している。

5　展示構成

今年度は、県内をはじめ、全国各地の名所旧跡図を展

示し、江戸時代の旅（参詣行楽）とその目的地となった

名所旧跡・神社仏閣・山・温泉などの観光地を紹介した。

江戸時代の後半、武士や町人だけでなく、生活に余裕

の生まれた農民の間にも、寺社参詣や湯治（温泉での療

養）を名目にした旅が流行し、道中のさまざまな情報や

旅の案内をまとめた観光ガイド類が数多く出版された。

中でも道中図や名所旧跡図を含む参詣行楽案内図は、旅

先で土産としても販売・配布されるなど、庶民に一番な

じみのある入手しやすい地図であった。
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展示風景

展示では、江戸とその周辺の人々が旅をした名所旧跡

（北は山形の出羽三山一月山・羽黒山・湯殿山の総称
－、西は香川の金毘羅・広島の厳島神社まで）を大き

く「県内（美濃と飛騨）」と「県外」とに、さらに「県

外」を「江戸～西国」と「江戸～東国」の3つのコー

ナーに大別し、当館が収蔵する名所旧跡図40点を展示し

て紹介した。

（1）県内の名所旧跡

県内を美濃と飛騨に分け、現在では一般に知られてい

ない名所旧跡も取り上げて紹介した。これらの古地図は

郷土に係る歴史的・文化的遺産の継承や景観の維持・復

原にも役立つ貴重な資料となっている。

（2）県外の名所旧跡

①江戸～西国

旅人となった気分で見ていただけるように、江戸を中

心とした東国からの一般的な旅の行程に従って、参詣行

楽（物見遊山）の対象となった名所旧跡の案内図を展示

した。

▲都名所絵方角かんがゑ／江戸時代後期／32×45m

庶民の遊び心があふれたなぞなぞ形式の名所図
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▲浪華名所猫案内／幕末／34×48m

幕末の大坂市中の賑わいを今に伝える名所案内図

（D江戸～東国

日光、松島、出羽三山を紹介した。
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〔財団法人岐阜県教育文化財団
文化財保護センター特別展〕

1　展覧会名称
「縄文人って　なかなかすごい日

～わくわく徳山縄文ワールド～」

2　開催期間

平成18年7月15日（土）～9月3日（日）

3　主　催

財団法人岐阜県教育文化財団文化財保護センター

4　趣　旨

徳山ダム建設に伴う揖斐川町徳山地区の発掘調査は、

昭和61年度（1986）のはいづめ遺跡の調査に始まり、平

成18年度（2006）の塚奥山遺跡、櫨原村平遺跡の報告書

刊行をもって完了した。そこで、21年間23遺跡に及ぶ発

掘調査を総括し、その成果を広く公開した。

展示資料は約700点。人文2展示室を会場とした。

9月16日～10月22日には岐阜県ミュージアムひだに会

場を移して展示された。

5　展示構成

会場入口のゲートをくぐると少年トクが縄文時代の徳

山を紹介してくれるという設定で、縄文時代の様子を描

いた大きをタペストリーがコーナー毎にかけられ目を引

いた。イラスト・写真・模型をふんだんに用い、「教科

書よりも分かりやすい」展示を目指した。

展示構成は以下のようであった。

（1）自然からのおくりもの

徳山の自然環境と関わらせ、漁労・狩猟・採集という

3つの食料獲得のあり方を紹介

（2）縄文グルメ

徳山の民俗事例をふまえ、四季の食材と調理方法をレ

プリカを用いて紹介

（3）土を生かす

土器の作り方、模様のつけかた、器種と用途の紹介

（4））石を生かす

石器器種の多様さと用途の紹介

（5）縄文ファッション

出土したアクセサリーと民俗事例に見る編み物の紹介

（6）祈りと命の終わり

祭祀関連遺物と墓の紹介

（7）縄文マイホーム

住居跡の写真とそこから出土した土器の紹介

（8）モノと文化の交流

他地域から搬入された石材、他地域との関わりが伺え

る土器の紹介

（9）土と炎の芸術

造形的に特色のある土器を紹介

（10　徳山の遺跡調査

徳山地区の遺跡調査の経緯や経過、発掘・整理作業の

ようすなどを紹介

（ll）体験コーナー

・縄文の衣装で記念撮影

・パズル

・土器施文

・石器の切れ味

・本物の石器に触れる（石斧・磨石・黒曜石原石など）

・下呂石の石琴と複製有孔鍔付土器太鼓

・あんぎん編み
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展示風景

8月20日（日）には、京都大学大学院教授泉拓良氏を

招き、「徳山縄文文化の系譜」と題する講演会をハイビ

ジョンホールで行った。徳山における調査成果を総括し

ようという意図から、文化財保護センター職員が調査成

果の概要を遺物（特に石器組成）、遺構（特に住居跡）

の面から分析し、それを受けて泉教授に講演いただくと

いう形を取った。

徳山ではダム建設で水没する範囲を広く調査でき、遺

跡の疎密、規模などのデータが得られたことに意義があ

る。泉教授はこのデータを地理学的な手法で空間分析し、

徳山の縄文社会を読み解いた。前期に揖斐川東谷（本流

域）に発達した集落は、中期に入ると一旦衰微する。中

期中葉に4つの集落が生まれ、中期後葉にはその集落を

核にネットワークを形成するようにして集落数が増加す

る。後期には中期後葉の集落スタイルのまま相似形で縮

小したという。今回提示されたモデルが、徳山の研究が

進む中でどう細部の色つけがなされるのか期待したい。

会場で実施したアンケートでは、とても分かりやす

かった58％、分かりやすかった28％という回答を得た。

分かりやすかった理由として最も多かったのが「子ども

にも分かりやすく、詳しく解説してくれた」であった。

土日曜日にはセンター職員が、平日には館の学芸員・解

説員が1日2回展示解説を行うなどギャラリートークに

心がけたことが好評を得た要因の1つであったと考えら

れる。ついで「体験により楽しく理解が深まった」「パ

ネルの説明文が分かりやすく読みやすかった」などの

理由が続いた。体験メニューがさまざまな年代の子ども

（石器・あんぎん編みなどは大人にも）に対応していた

ことも効果的であった。
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〔マイミュージアムギャラリー〕

1運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）か収集・所蔵してい

るコレクションや生涯学習の成果作品を募集し、一定期

間、公開展示の場とする。マイミュージアムギャラリー

企画運営委員会によって審議された内容を参考に作成し

た展示計画に従い、順次展示をする。出展者の募集は常

時行っている。

2　平成18年度の展示状況

回 �5x麌ｯｨｭB�！出展内容 偬���5x���"�

1 滴ﾈ��?ｨ��7��｢�木象骸の匠と技 �>����(�u��一　堂の 

5月7日（日） 倡�5(8ﾈ4�5h8x98���

2 店ﾈ��I?ｨ��?ｨ�｢�キルトの魅力 泌����ﾂ�～アンティー　ミシ 謬版C#��

6月18日（日） �98,h,ﾈ5(8�7ｹﾄ�爾�松岡芳彦 

3 塗ﾈ�#Y?ｨ��?ｨ�｢�飛騨の伝統工芸展 儖)�ｸ�ﾆ9��ﾘr�ｺi:��xﾘr��h���
」＿ ～　　　　　　－lI－ 

7月30日（日） �8�*H���飛騨一位一刀 彫協同組合 

4 嶋ﾈ緤?ｨ��?ｨ�｢�IiMこ響くトールペイ �4E�ｯ)Xﾈ迚YB�ainters　u 

9月18日（月・祝） �986r�夢パレット 

5 祷ﾈ�#9?ｨ��7��X��｢�木の実で遊ぶアート ・絵筆に込めた夢と �'(��68ﾔｹ&｢�目 l′ 

10月29日（日） 迄齷u"���秤8x,ﾈ蕀�ﾉﾄ�爾�山　田真己 

6 ���ﾈ綺?ｨ��7��｢�エジプト展覧会 �4�7X6h8ｸ�X8��～パピルス．画　工 �7H7ﾘ98�X4x8ｲ�

12月10日（日） �5x7h6x,ﾉ[h嶌���マフムディ 

7 ��(ﾈ��y?ｨ��?ｨ�｢�懐かしき高田徳利 們I68ﾏｨ躋�～　濃　・　治　の 

2月4日（日） �,ｨ*);�����

8 �(ﾈ���?ｨ��?ｨ�X��｢�国際彫刻展 ～ボー �785H4��X4ｨ8��
3月21日（水・視） �6ﾘ��5�8ﾈ5磯��8,ﾂ��(ﾆ�Uﾈﾋｸ���ヤマ 

3　展示記録「マイ・コレクション」の発行

展示紹介チラシ「マイ・コレクション」を各回の展示

ごとに発行した。平成18年度は7年度からの通番で第87

号から第94号まで発行した。

4　出展者による解説・講演・実演等の開催

来館者に対して、出展者による講演会、教室を以下の

ように開催した。

〇第1回「木象蕨の匠と技」
・ギャラリートーク

「木象厳の世界一その歴史と伝統と技～」

日時　平成18年4月30日（日）

10時30分～11時30分、13時30分～14時30分

講師　内山春雄氏

場所　マイ・ミュージアム：マイミュージアムギャラリー

出展者で木象蕨師である内山春雄氏が木象巌の歴史や

製法について解説するギャラリートークを開催した。実

際の作品を見ながら出展者自らの体験談や解説を聞くこ

とで、木象蕨師の技の巧妙さ、一つ一つの作品のすぼら

しさに触れることができた。参加者からも活発に質問が

なされ、木象巌の魅力を十分味わうことができた。
丁 ��

、嵩へ 豫���ﾋ��剪���准 �� 倡��稗�ﾙｲ�畿 �(���X���「蒸ら霧轟喜雷 � ��凵_： ��

∴！∴∴∴ノ∴膏 � ��劔迄ﾆ���
「∴∴Ji－ 一∴ ー精一雪蔓′葦 劔 

∴∴ 末�/��f��＋：子 � 剪��%ｩ�ｨ自f顋��

騒 �� � � � ��

「木豪族師の匠と技」ギャラリートークのようす

〇第2回「キルトの魅力」

・教室

内容　「パッチワーク講習」

講師　NPO法人QUILT21のメンバー

日時　平成18年5月30日（火）、6月7日（水）、17日（土）

13時30分～15時30分

場所　本館講堂

出展者のNPO法人QUILT21から堀部房子氏ほか数名の

メンバーを講師として、古布を使った小物づくり教室を

開催した。布の裁断をはじめとする準備、材料の素材が

よく、どの参加者もできあがった作品に満足していた。

ミニポーチ、眼鏡ケース、コサージュの3回のうち、2

回参加する参加者もいた。

〇第4回「心に響くトールペイント」

・教室

内容　「トールペイントでケーキをつくってみよう！！」

講師　SDP岐阜支部PaintersClub夢パレットのメンバー

日時　平成18年8月10日（木）、9月13日（水）

10時～12時、13時30分～15時30分

場所　本館講堂

出展者のSDP岐阜支部PaintersClub夢パレットから安

藤真美氏ほか数名のメンバーを講師として、トールペイ

ントでショートケーキをつくる教室を開催した。紙粘土

を使ったフルーツのつくり方や色の塗り方など、複数の

講師が丁寧に指導されたため、小学生も時間内にそれぞ

れ個性的な作品をつくることができた。

〇第5回「木の実で遊ぶアート・絵筆に込めた夢と自由」

・教室

内容「木の実でおもしろ体験」
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講師　池田幸男氏

日時　平成18年10月21日（土）13時30分～15時30分

場所　本館講堂

出展者の池田幸男さんを講師に、木の実・種・枝を

使って動物や鳥などの置物をつくる教室を開催した。参

加者は、様々な木の実の形から動物を想像したり、空想

したり、また、池田さんが準備したサンプルを参考にし

たりして、熱心に作品づくりに取り組んだ。参加者は、

普段あまり目にしない木の実の種類やその形・大きさに

感心し、中には帰りに百年公園で木の実探しをする参加

者も見られた。

「木の実でおもしろ体験」のようす

各展元において、出展者自らが積極的に会場内で展示

解説を行った。特に、第2回「キルトの魅力」出展者の

NPO法人QUILT21のメンバー、第5回「木の実で遊ぶ

アート・絵筆に込めた夢と自由」出展者の池田幸男氏と

山田真己氏は、毎週末に来館し、展示内容の見所などの

解説をして来館者との交流も深めていた。

来館者からは、出展者ならではの話が開けて大変有意

義だったという感想を聞くことができた。各出展者も展

示解説や教室の開催をとおして、多くの人と触れ合えた

ことに満足しているようであった。

5　博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、4団体及び8名に同人登録

証を発行した。第1回展示の内山氏は平成11年度に続く

2回目の展示なので、すでに同人として登録済みである。

6　平成18年度の出展申し込み

植物の種子や湿地の植物の研究資料、各務原市の村国

座で行われた子供歌舞伎の歌舞伎絵作品、犬山焼の徳利

や杯のコレクション、石ころなどを素材に描いた絵画作

品、植物の精密画の作品、家族による絵画・詩画・陶器

の作品、古布を使った布絵作品など、県内各地から計7

件の申し込みがあった。コレクションの申込がやや減少

している傾向にあるが、申込があった展示内容について

は、珍しいコレクションやバラエティに富んだ生涯学習

の作品であった。

7　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日10月23日（月）　○場所　本館会議室

○議題

（1）これまでの展示の経過と課題について

・地域、作品とコレクションのバランスがとれた年間の

計画に承っている。内容によっては展示替えを行い、

より多くの作品を見ていただくことができた。

（2）平成19年度展示計画及び今後の課題について

・生涯学習の成果としての作品については、団体での出

展を基本とする方がよい。個人による出展の場合は、

内容、他の展示との関連など総合的に判断していく。

・作品展の展示は他の施設でも可能なので、コレクショ

ン優先という方針は今後も踏襲していきたい。

・年々コレクションの申込が減少してきているので、企

画運営委員、同人、各市町村等のネットワークを生か

して、コレクションの開拓に努力していく。

・収蔵品やコレクションなどを展示公開できる場として

マイミュージアムギャラリーがあるということを広く、

積極的に紹介するためのPR活動を工夫していく必要

がある。

・市町村合併に伴い、旧市町村の様々な施設が所有、

所蔵していたものの管理が課題となり、処分される

ものがある。中には大変貴重な品々もあるので、マイ

ミュージアムギャラリーで展示したり、博物館で預

かったりしていくような方向も考えていきたい。

・展示品の実物が目の前にあったので展示内容が把握し

やすく、展示計画を検討するのに有効であった。

○委員の構成

氏　名 冩��������������R�

委員 ����ﾈ��;��ﾒ�岐阜県市長会代表 

l／ 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

II 舒)68���ﾉu��会社会長 

／I ��:���{(爾�岐阜県公民館連合会長 

／I �ｩJ���ﾍﾉWb�前岐阜県博物館長 

／I �'ﾉ(h��葈���岐阜県地域女性団体協議会代表 

／／ �$ｨﾏｸ����枻�岐阜県町村会長 

／I 刋�ﾊ���l餮b�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

ll �;Hﾏｸ����H��岐阜県議会教育警察委員会委員長 

II 傴ﾉ68���爾�関市教育委員会教育長 

I／ 亳y68����dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

II 偃�ｷｸ���ﾙnR�岐阜県博物館協会会長 

会長は吉田豊氏、副会長は若宮多門氏が就任。
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〔無料開放の実施〕

1飛騨美濃合併記念にちなんだ行事と無料開放

平成18年が、現在の岐阜県が誕生した明治9年

（1876）年から130周年（飛騨美濃合併130周年）という

ことから、岐阜県では様々な記念事業を開催した。当

館でも、春には開館30周年記念特別展「緑いきいき！

岐阜の森」を、秋には飛騨美濃合併130周年記念特別展

「錦絵が語る美濃と飛騨」を開催した。

前者では、岐阜県の多様な森を紹介し、本県の自然の

豊かさを県民に再認識していただけるような展示構成と

し、後者では美濃・飛騨にゆかりのある事柄を題材にし

た多様な錦絵を集めて展示した。

また、岐阜県は、8月21日（月）の飛騨美濃合併記念

の日に先立ち、家庭の日でもある8月20日（目）に県の

施設の一部を無料開放した。当館もその施設の一つと

して無料開放を実施したが、文化財保護センター特別展

「縄文人ってなかなかすごい町が開催中であり、当日

は916人の入館者があった。なお、当日は特別展に関連

して発掘調査報告会「徳山の縄文時代」と講演会「徳山

縄文文化の系譜」が催された。

2　文化の日にちなんだ催しものと無料開放

岐阜県教育委員会は「ふるさと教育」推進のため、今

年度から11月3日文化の日に県立文化施設の無料開放を

実施した。対象施設は、当館ほか県美術館・現代陶芸美

術館・ミュージアムひだ・高山陣屋の5施設である。

当館では、これにちなんで以下の企画を実施した。

①　資料紹介展「おもしろ岩石・鉱物展」の解説

展示担当の当館職員が、冒頭に無料開放の趣旨を説

明するとともに、展示や体験コーナーの解説をした。

②　特別行事「秋のグリーンアドベンチャー」の実施

百年公園内の樹木の名前を、図と表からさが・して答

えるオリエンテーリングで、246人が参加した。

③　特別行事「ボンボンボン菓子ほじけてボン」の実施

昭和20・30年代に村や町を回って人気を集めたボン

菓子づくりを実演し、親子など多くの観客を集めた。

④　岐阜県に関わる映画の上映

ハイビジョンホールで、岐阜県ゆかりの映画「風の

絨毯」「日本のシンドラー杉原千畝物語　六千人の命

のビザ」「郡上一揆」を上映した。

⑤　「風土記ビンゴに挑戦しよう」

ビンゴ上に並んだ問題の答えをハイパーハイビジョ

ン風土記を使って調べた。参加賞として写真入りのカ

レンダーや名刺づくりを行った。

当日は、常設展と資料紹介展「おもしろ岩石・鉱物

展」のほか、児童生徒科学作品展・社会科課題追究学

習作品展も開催していた。当日の入館者は、開館時を

除いて最高の2．875人であった。なお、この日から上

記の県立5文化施設をまわるスタンプラリーが実施さ

れた。

〔開館30周年記念事業〕

当館が昭和51年（1976）年5月5日に開館して以来、

今年度で30年を迎えた。これを記念して本年度下記のよ

うな催しを実施した。

：　主義遙遙 劔調劇騒 i・番i J、、・卜 i畿頴圏謡閲闇醍 

議案書鷹 
憲鸞緩、‾“ヾ ヽ ∴＼ ∴∴ 撥撥 叢 ������Xx���H��*ﾘ�h�ﾈ�R�ｮﾉ7ｲ�耳ﾔｹyX�����ﾈ��．：■ l 誓 ；∴一∴∴ ∴∴ 、÷∴ ′＿鷲：：襲 高麗、憲篠轟鐙’ ��育�ｵH�ｸ���ｨ�6��X�y�B������ﾈ�ﾂ�����������hﾎﾉJ�69�ﾘ袵�手態 割 議 「：：寄∴ ・欝 ．「∵ ∴十一∴ ∵＼∴ 沙‾ぺ お岩〇〇〇日SOSS延〇〇和○雪 

※ 亳8補�∴∴．「；ふや 

植樹風景

1　開館30周年記念展示「岐阜県博物館のあゆみ」

4月8日から5月7日まで、当館特別展示室で実施し

た。開館以来の特別展の全ポスター及び特別展で展示し

た当館の資料十数点、マイミュージアムギャラリーの全

ポスター及び展示した資料数点、当館にかかわる年表や

写真、調査研究報告、催しもの案内など教育普及関係資

料などを展示して、当館の30年のあゆみを紹介した。

2　開館30周年記念式典

4月28日ハイビジョンホールで、特別展「緑いきい

き！岐阜の森」の開場式を兼ねて、開館30周年記念式

典を実施した。県教育委員長職務代理者加藤智子氏によ

る主催者挨拶、当館館長による30年のあゆみ紹介（時々

の写真をスクリーンに映しながら）、来賓祝辞、祝電披

露、担当学芸員紹介などを行った。

3　開館30周年記念特別展「緑いきいき！岐阜の森」

4月28日から6月25日まで、開館30周年を記念して人

文展示室2で開催した。なお、平成18年は本県が全国植

樹祭の開催県となっており、5月21日の植樹祭当日には、

森とかかわる特別展を開催している当館が植樹祭中濃サ

テライト会場になった。

4　開館30周年記念植樹

5月5日に旧徳山村民家の北側斜面で、開館30周年の記

念植樹を行った。植樹した樹木は、シデコブシ3本であ

る。当日は、入館された家族の中から3組を選んで植樹

を依頼した。集まった観客に記念植樹の趣旨を説明し、

3組の中に館長、副館長、百年公園所長が入り∴それぞ

れ1本ずつ植樹してもらった。

なお、シデコブシは、愛知県や三重県の一部、岐阜県

では東涯、そして中濃の一部に自生する樹木で、「絶滅

危惧II類」に指定されている。百年公園にはなく、かつ

岐阜県に緑の深い貴重な樹木ということで、記念樹に選

んだ。
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［調査研究・資料収集活動］

一人文部門－

1　調査研究

＜考古分野＞

一〇展示資料に係わる調査研究

（脚岐阜県教育文化財団文化財保護センター資料紹介

コーナーの展示替えを半期毎に行っている。上半期は

「緑いきいき岐阜の森」展にちなみ、美濃地域の磨製

石斧を集成して展示した。下半期は「錦絵が語る美濃と

飛騨」展にちなみ御嵩町上恵土城跡、浦畑遺跡出土の摺

絵施文陶器を展示した。これらの資料に係わる調査研究

を行い、展示に生かした。下半期には摺絵体験ができる

コーナーも設置した。

体験型展示の充実を図るため、考古展示の見どころの
一つである十六銅鐸の理解を深めることを目的とした乾

拓装置を開発し、製作した。十六銅鐸に描かれている絵

画を理解するのに効果的である。

い寄贈資料・館蔵資料に係わる調査研究

11月に寄贈を受けた下呂市萩原町神尾垣内遺跡採集の

石器類、下呂市馬瀬地内で採集された縄文土器などの資

料を図化し、『調査研究報告』第28号において紹介した。

神尾垣内遺跡では中期に属すると思われる石鋸などとと

もに晩期の石棒・石刀などが見つかっている。貴重な資

料を提示することができた。

また、神戸市埋蔵文化財センター黒田氏、追手前大学

岩本氏、橿原考古学研究所中井氏らによる円満寺古墳出

土資料の調査が行われた。

＜歴史分野＞

○平成18年度資料紹介展「おカネの文化史～篠田家資料

より～」に係わる調査研究

人びとの暮らしと密接なつながりのある貨幣関係資料

について調査研究を行った。江戸時代の各種の金貨・銀

貨・銭貨による三賃制度のしくみや両替秤や勘定皿を活

用して商売する両替商の働きについて調査研究し、その

成果を展示や解説に生かすことができた。また、明治か

ら昭和初期における硬貨の材質を明らかにすることで、

時代とともに移り変わる貨幣を展示紹介することができ

た。

今回の紹介展では、印刷局や造幣局などの協力を得て、

千両箱や一億円の重量体験やお札の偽造防止の技術の紹

介などのコーナーを設置することで、貨幣の歴史や貨幣

のもつ機能について、県民の興味関心を高めていただく

機会を提供することができた。

○寄贈資料・館蔵資料に係わる調査研究

寄贈された資料の整理と調査研究を進めている。今年

度は、昭和初期の書籍・雑誌類の寄贈が多くある。戦時

中における学生の学習や人々の暮らしに係わる資料があ

り、今後の展示活動に生かしていきたい。

＜民俗分野＞

○寄贈資料・館蔵資料に係わる調査研究

平成18年3月から昭和の居間コーナーを設置し、身近

な生活道具などの資料をジオラマ的に展示紹介すること

とした。定期的に展示替えを行うため、館蔵資料とその

活用について調査研究を行うとともに、新規の寄贈資料

についても積極的に調査し、当館の規程に従って受け入

れを行った。他の資料についても、常設展示の中で定期

的に特集展示の形で展示を更新した。

C〉平成19年度資料紹介展「心の宝、ふるさと徳山」に係

わる調査研究

平成18年3月、徳山を撮り続けた写真家として著名な

増山たづ子氏が逝去され、同年9月から徳山ダムの湛水

が始まった。同氏の活動を振り返るため、平成19年4月

から7月にかけて同氏の写真展を開催することとし、そ

の準備として、平成12年度に同氏から寄贈された写真パ

ネルやカメラ等の資料を整理し、増山氏の遺品について

調査研究を行った。今後、寄贈作品のアーカイブ化につ

いても進めていく予定である。

＜美術工芸分野＞

○飛騨美濃合併130周年記念特別展「錦絵が語る美濃と

飛騨」に係わる調査研究

昨年度から引き続き、標記特別展開催に向けて調査研

究を行った。

特別展出品候補資料を所蔵している個人の方や博物館

等の機関へ赴き、特別展への出品交渉や資料実査を行っ

た。その結果、所蔵者9件（個人5件、機関4件）から

96点の資料を借用することができた。展覧会図録に掲載

する資料の写真も、原則として所蔵者から借用し、それ

ができないものは特別展担当者自身が撮影した。

館蔵品は119点を出品した。従来から当館が力を入れ

ている、錦絵資料収集の成果がここに活きることとなっ

た。図録掲載をにらんで写真撮影も進めた。

会場の解説パネル作成や図録執筆においては、出品資

料個々の説明と、出品資料が関係している美濃・飛騨に

関する事柄について重点を置いた。そこで、資料観察や

文献渉猟などを行い、わかりやすい説明文を提供できる

よう努めた。

○寄贈資料、岐阜県の仏像に係わる調査研究

今年度は一度に565点の書画等の寄贈を受け、全作品

について基礎データを得る調査を行った。また、自治体

や寺院・個人の依頼による仏像調査も行った。
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2　資料数一覧

分　　野 們���Z��複　製 俾俥ﾈ�Y�ﾂ�館蔵計（内寄贈数） 倆���w��寄　託 ��ﾘ����ﾇb�

考　　古 店�3X�8���������cB�鉄"�5，805（5，393） �3c��656 塗�3�#��

歴　　史 滴�3#Sb�34 ��#"�4，412（4，108） 鼎��178 滴�3c3��

民　　俗 祷�333��1 ���9，340（7，032） �#3��114 祷�3c�2�

美術工芸 ���3Sコ�17 ���1，602（1，081） 涛R�1，336 �8�C�32�

計 �#��3sc��216 ��sB�21，159（17，614） 都C"�2，284 �#H�3�コ�

3　寄贈資料一覧　　　　　　　　　　4　購入資料一覧

資　　　料　　　名 �5��B�

足立宗詮「宗詮一筆寿而康」他 鉄cR�

歌II憧宣「板垣君遭難之図」 ���

年々居春近「板垣君危難之図扇子」 ���
凱旋記念重箱 鳴�

和時計 ���

戦時中雑誌他 �#�"�

新幹線関係資料一式 鉄SR�

『大正大震大火之記念』 ���

明治天皇銅像由来書 �"�

手櫛弾 ���

火箸 ���

和州藩札 ���

土製コケソ他 �#2�

ビデオカメラ 鳴�

浪曲レコード ����

蜂屋柿の木箱 ���

切手シート �#S��

電話機 釘�

携帯ゲーム機・ゲームソフト �2�

塗椀他 ��"�

レコード盤他 �#���

清涼飲料のビン ���

掛時計、モンペ �2�

ハエトリ器他 ��3"�

石油ストーブ他 湯�

水屋、長持他 湯�

哺乳瓶、粉ミルクの缶他 �#��

建具の工具 ��cB�

和菓子作りの道具他 鼎湯�

雛飾り他 ��r�

レコード盤 ��#r�

一斗桝 鳴�

昭和時代の玩具他 涛��

ビデオカメラ、電卓他 ��R�

レコード盤、8ミリカメラ他 鼎��

縄文土器 鳴�

下呂市萩原町神尾垣内遺跡採集資料 ��R�

教科書 釘�

新式鉄道旅行 ���

電灯 ���

アーク灯 ���

着物他 ��2�

本草綱目他 �����

岡崎文書・書籍一式 塔B�

描出申一札之事 ���

銃剣 ���

合　　　　　計 �8�3#澱�

資　　　　　料　　　　　名 �5��B�作　　者　　名 

三代目中村歌右衛門の武智光秀と二代目嵐璃寛の真 ���柳斎重春 
柴久喜 

太平記英勇伝　登喜氏 ���歌IiI国芳 

太平記英勇伝　登喜十郎左衛門光隣 ���歌川国芳 

太平記英勇伝　菜藤右兵衛大夫勝興 ���歌川国芳 

太平記英勇伝　大多上総介平春永公 鳴�歌IiI国芳 

宇治川先陣争閑 ���歌川貞秀 

明智左馬之助光春湖水乗打唐崎松之図 ���小林清親 

楠正成知早城普請之図 ���歌liI芳藤 

諸国瀧廻り　美濃ノ国養老の滝 ���葛飾北斎 

営世押絵羽子板　松本幸四郎　営り狂言ノ内武智光秀 ���歌川団員 

鎌倉営中両雄合戦智図 ���歌Iii貞秀 

擬絵富合　午　小栗兼氏照手姫 ���三代歌川豊国 

擬絵富合　甲　御曹子牛若丸熊坂長範 ���三代歌川豊国 

武智左馬之介近江湖水渉 ���歌川国久 

大日本名将鑑　織田右大臣平信長 ���月岡芳年 

新撰太閤記 鳴�歌川豊宣 

本能寺焼討之図 ���楊斎延一 

（午）明智光俊近江湖水を渡る 鳴�安達吟光 

日本地誌略図　養老瀧 鳴�三代歌川広重 

日本地誌略図会　籠渡之図 ���三代歌川広重 

岐阜長良川鵜飼之図 ��� 

勇士左馬之介満晴琵琶湖渡り ���歌II旧芳 

太平記之内山崎合戦軍議斎堂熊之輔其主武智於諌言 ���歌Ii偵秀 
図 

四代目中村芝翫の明智光秀　二代目市川権十郎の鈴 ���豊原国周 
木飛騨守　初代市川右圃次の鈴木孫市 

勢州長嶋合戦之図 ���歌川芳虎 

瓢箪談五十四場　第九　此下宗喜郎再び須股の砦を築く ���歌Iii芳艶 

瓢軍談五十四場　第十一一　此下宗喜郎稲葉山の甥手 鳴�歌川芳艶 
を襲ふ 

熊坂入道長英とその手下 ���歌川貞秀 

宇治lii佐々木南綱　梶原景季　水馬図 ���小林清親 

観音霊験記　両国巡礼三十三番美濃国谷汲寺 鳴�二代歌川広重・三代歌lIi豊国 

建武三年正月九日　新田足利山崎大合戦 ���歌川芳虎 

太閤出世鏡大徳寺図 鳴� 

熊坂長範と牛若丸 ���三代歌川豊国 

大功記十段目　尼崎の場 ���豊原国周 

総州猿島大内裏之図 ���歌川芳艶 

日本交通鳥轍図、冨松鳥轍図 �"�吉田初三郎（画） 

美濃関町名勝案内、飛騨案内、郡上郡案内 �2� 

中津恵那峡・恵那山案内、高山全図 �"� 

翠色滴る日本ラインの罵声 ��� 

美濃固着老公園全形絵図 ���川瀬善一 

養老御遊覧のしおり鳥轍図 鳴� 

養老鉄道案内鳥轍図 ���金子常光 

御巡幸御休油剤各駅記 ��� 

中部地方地震の惨状 ��� 

引札　養老の滝　福島（原口雑貨店） ��� 

引札　養老の滝　京都（近菊宮嶋菊次郎） ��� 

引札　養老の滞　京都市（長瀬牧三郎） ��� 

日吉丸出世の鑑 ���国計 

瀧寿山養老寺全図、豊臣秀吉　出世双六 �"� 

引札酒類雑貨商　海部郡木岐蒲生商店 ��� 

岐阜県副業写真帖 ��� 

絵葉書（日本ライン他） 鼎R� 

合　　　　　計 ����� 
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一自然部門－

1　調査研究

＜動物分野＞

（l）平成20年度特別展に係わる調査

平成20年度に行う特別展「骨のあるやつ（仮称）」の

準備のため、動物の骨標本を収集した。

北海道礼文島でクジラ類の肩甲骨、ウトウ、ヒメウな

どの鳥類の骨格、長崎県壱岐島でアカウミガメ下顎、肋

骨など、三重県鈴鹿市でアカウミガメ頭骨、愛知県田原

市でオオミズナギドリを拾得した。

また、ナマズ、チダィ、ホウボウなどの魚類、ウシガ

エルなどの両生類、マムシ、シマヘビなどの爬虫類、ア

オジ、エナガなどの鳥類の骨標本を家庭用洗剤や入歯洗

浄剤を使用して自作した。

人－ii ∴∴「：∵∴「． 　＝駕を三二一二 ∴∴一∴∴　∴∴，震 ∴∴ 轢綬＝ 1：盗′i 

マムシ全身骨格

（2）動物採集家折居彪二郎の日誌に関わる調査

費藤郁子氏（日本学術振興会特別研究員）と共同で、

折居彪二郎が鳥類研究者、山階芳麿の依頼で、1935年に

中国東北部（旧満州）を調査した際に記した日誌の文字

起しを行い、当館の研究報告で発表した。

（3）生物多様性情報機構（GBIF）のデータ整備

「自然系博物館における収蔵品データ整備に関する助

成事業」に参加し、鳥類標本のデータを整備した。

＜植物分野＞

（1）クヌギとアベマキの分布調査

クヌギとアベマキはコナラ属クヌギ節に属する近縁種

である。岐阜県内にはアベマキが目立って分布しており、

クヌギは分布しないといわれていた。しかし近年クヌギ

もわずかであるが県内各地で確認されるようになった。

そこで、クヌギとアベマキ、両種の雑種について葉の

裏の星状毛の数や樹皮の縦薮の数などの形態をもとに分

類して分布を調査した。また、岐阜県森林文化アカデ

ミーと共同で、これらの葉の遺伝子についても調査した。

（2）北ノ俣岳植物分布調査

昨年に引き続き、飛騨市神岡町内の亜高山帯と高山帯

の植物分布調査を行なった。本年は、43点の植物標本を

得ることができ、昨年と合わせて42科135種の植物を確

認した。詳細は当館研究報告第28号で発表した。

神岡新道での調査風景（飛騨市神岡町）

＜地学分野＞

（1）鉱物標本収集

平成18年度資料紹介展「おもしろ岩石・鉱物展」のた

めの資料収集として、鉱物採集を行った。岐阜県内では

平岩鉱山（蛍石）、平瀬鉱山（モリブデン・石英）、洞

戸鉱山（スカルン鉱物）、石山鉱山（方解石）、愛知県

内では田口鉱山（バラ輝石等）、振草鉱山（絹雲母・硫

批鉄鉱・黄鉄鉱）で鉱物・鉱石の採集を行い、資料紹介

展と博物館講座で使用した。

（2）活断層の分布調査

岐阜県内の活断層について飛騨地学研究会・岐阜県高

等学校地学研究と連携をして、分布位置の確認と断層地

形の撮影、断層に関する文献調査等を行った。調査結果

は岐阜新聞に連載記事として紹介した。

∴：丁 開聞∴吉田 

議 佶ｸ��68��~ﾂ� ���� ��ｩ_�ﾚx揄D｢�

警誓霊園三島 
、1－－と 劔� 

…多国饗翳 劔��

筆立断層（多治見市）

（3）岐阜県博物館等と連携した教育の実践的研究

「子どもが主体的に学び、科学が好きになるための教

育システムの研究」（科学研究費補助金基盤A代表国立

教育政策研究所五島政一）のプロジェクトの一つとして、

博学連携授業や、野外授業のありかた等について研究し

た。教師が野外活動を行える能力を身につける教師教育

プログラムの開発のための方策を検討した。
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2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年3月31日現在）

分　　野 亊��������������劍妤��w��寄　託 ��ﾘ����ﾇb�

実　物 兒����ｲ�自作・その他 亊���ﾇh��>�ｯ����H�｢�

動　　物 �38�3s3B�16 ��3"�33，882（18，966） ���0 �38�3ャ"�

植　　物 �#H�3c途�86 �����24．973（11，062） ���0 �#H�3都2�

岩石鉱物 �(�3�釘�5 都2�2，272（579） �"�0 �(�3#sB�

化　　石 �(�3����70 �#B�2，103（1，084） �3r�27 �(�3�cr�

そ　の　他 田2�22 ��s"�257（21） ���0 �#Sr�

計 田(�3c途�199 鉄���63，487（31，712） �3��27 田8�3SS2�

3　寄贈資料一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年3月31日現在）

資　　料　　名 �5��B�資　　料　　名 �5��B�資　　料　　名 �5��B�

ニホンジカ ���マムシ ���イシガメなど �#��

ニホンジネズミ 鳴�アカネズミ 鳴�iハイタカ ���

タヌキ ���ダチョウ 鳴�ミシシッピアカミミガメなど 釘�

熊狩りの資料 ���コウベモグラ　アオゲラ �"�はく製標本（鳥類など） ��8��b���

ヤマネ ���はく製標本（ほ乳類など） �#B�県内植物さく葉標本 鼎����

シノリガモ 鳴�タガメ ���化石（カエデなど） 迭�

カワラヒワ（巣） ���ハクビシン ���神岡鉱山の鉱石など �#2�

ほ乳類液浸標本 �#��タヌキ 鳴�神岡鉱山の鉱石など 釘�

4　購入・委託作成資料一覧

資　　料　　名 �5��B�購　入　先 倬�����{�����kﾂ�点数 俎x����?ﾈ�����b�

鳥獣標本はく製・全身骨格 ��b�東京内田科学社 俎ｩZ���5i�)����,���,x�｢�16 倆H8ｨ5�5�8ｸ8��ｸ8ｸ6��

動　物　骨　格　標　本 ����東京内田科学社 舒)���XﾗｩZ���7�5�48,�,x�｢�4 �4���8���4X��98��ⅸ��橙�

鳥　類　は　く　製　標　本 ��R�個　　　　　人 俎ｩZ���5�488H8(986��｢�l �5�486�7�6(4�48985��ｸ6�5h8x6�8ｸ5x887�92�

鉱物（石英、長石など） ����レアル・ミナス �ｹ����7ﾘ�ｸ6�5ﾈ6ｨ4�,�,x�｢�3 �6�8ｨ�ｸ8�5ﾈ8ｨ8X�ｸ5h8x92�

鉱物（藍晶石、石綿など） 途�鉱物標本開発 �ｹ����6h5�8(5�6�8ｸ5�,ﾈ餽,�,x�｢�3 �7���8ﾈ4���5H��48��4x��98��5��

蛍　光　鉱　物　セ　ッ　ト ���北辰光器製作所 儖ﾈ������Eｨ������撹���������1 侘(���������������������ﾂ�

岩石・鉱物（電気石など） ��R�レアル・ミナス �� ��

∴∴ ii‾iii 估H����X�ﾆ��h�ｲ������∴ 凵Q　　　　認 剪� 剪���

三〇 「 倡����������17．ぶ・ �� ��∴ ��

∴子 弟 千∴： ∴∴ � � �� 剪���S��ﾂ�売国 

藷 ������ﾂ�ー融 i；＿i 無‾i ����Iwr�eﾈﾋ閂�� ������ �� ��醗‾： 

・溜＿ 婆 �� ��

デスモスチルスの臼歯
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綴 ∴∴ 

二言 � 佶x�������嬰"�

i＼ �� �-�H�����

∴ � 

弼 剪� ����
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繊 劔 ��偸菓ｸﾇ�� 

漆　溌緩 � �����-B�
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－マイミュージアム部門－

1　岐阜県博物館ホームページのリニューアル

平成9年9月に開設された岐阜県博物館ホームページ

へのアクセス数は、平成19年l月末現在で34万件を超

えた。一日平均約百人の方に本館ホームページを見てい

ただいていることになる。

この岐阜県博物館ホームページを今年度リニューアル

することとなった。そのポイントは以下の3点である。

①デザインの更新

現在の岐阜県博物館ホームページのデザインは今ま

でに担当になった職員がその都度作成し、付け加えて

きたためデザインの一貫性がなかった。そこで、催し

物案内、展示案内、資料案内等のデザインを統一した。

②情報のスピーディーな発信

お知らせ、トピックス、催しものなどはホームペー

ジの中でも更新の機会が多いページである。しかし、

現行ではソース表示により修正する方法のみである

ため、時間も労力もかかっていた。そこで、管理者用

の画面から必要な情報をワープロ感覚で入力すること

により自動的に更新されるようにした。また、WEB

ニュースのコーナーを新設し誰でも簡単に入力できる

ようにした。そのため更新がスピーディーになり、タ

イムリーな情報を発信できるようになった。

③サイトマップの再構成

先にも述べたように現在の岐阜県博物館ホームペー

ジは　開設されて10年近くなるため様々なページが作

成され付加されてきた。サイトマップを見てみると非

常に複雑に入り組んでいる。これをシンプルに再構成

することでスムーズに情報提供できるようにした。

駐韓転読陶隅 劔剿�-8�iHF末����
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新しいホームページのトップ画面

今年度中にはリニューアルされた岐阜県博物館ホーム

ページを皆さんに見ていただける予定である。

2　所蔵品管理用データベースと

ホームページによる公開

岐阜県博物館の所蔵品のデータベースとデジタルアー

カイブ化については、今年度はそのデータベースシステ

ムの完成とホームページによる試験公開をめざして取り

組んできた。

具体的にはデータベース会議を組織し、人文、自然、

図書の代表の方とベンダーの方も含めて打ち合わせ会を

重ねてきた。その中でデータ項目、入力方法、公開・非

公開、受入・借用・登録機能、検索システム等を検討し

ている。

一∴∴∴∴∴　　一言∴ 

閏響一問－ 剪�
‾‾‾iii轢攣 

＝一言＝＿二義筆畿籍≡≡ 劔 

∴顕 �� ��h��ｨ棹棹��ﾗ(8�� 

所蔵品管理用データベースの入力画面

3　データ統合とサーバの統合

昨年度、岐阜県情報産業課の所蔵する「岐阜ミュージ

アム」の映像コンテンツ約5．700点の移管を受け、今年

度は当館の「岐阜県の地域情報」のデータとの統合に

取り組んだ。両方の分類項目、検索システム、コンテン

ツ数を考慮し、岐阜ミュージアムの地域情報システムを

ベースとすることとした。

実際には、当館の「岐阜県の地域情報」のコンテンツ

を自然、人文の職員が岐阜ミュージアムのカテゴリー及

びサブカテゴリーに合わせて再分類することによりデー

タ統合を行った。

また、この「岐阜ミュージアム」のデータは「岐阜

ミュージアム」のサーバに入っており、当館の「岐阜県

の地域情報」はマルティメディアネットワークシステム

のサーバに入っている。どちらのサーバを今後使用して

いくのか検討を重ねた結果、機能面や保守期間を考慮し

て「岐阜ミュージアム」のサーバを使用していくことと

なった。今年度中に上記のデータを移行し、来年度はそ

の他のすべてのデータを岐阜ミュージアムのサーバに移

行する予定である。更に、平成21年度には県の共用サー

バ2号機に移行する予定である。
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4　ハイビジョンホールの活用

ハイビジョンホールでは、博物館制作のマルチメディ

アソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の紹介、自主

制作番組の上映、ハイビジョン映像や優良映画などの定

期上映を行った。また、外部団体の見学や各種講演会・

講習会・イベントなどの会場として、積極的な利用を

図った。ホール上映にあたって、特に岐阜県に関わる映

像作品の充実に努め、様々なジャンルの作品から博物館

で上映するにふさわしい作品を選定し収蔵した。

所蔵するハイビジョン作品の他、休日や祝祭日には親

子向け作品、自然分野・人文分野に関わる作品などの質

の高いDVD作品を上映し、来館者に楽しんでいただい

た。また、特別展などの開催期間中は、展示内容に関連

する様々な作品を上映し、展示を盛り上げた。また、11

月3日文化の日の無料開放日には、収蔵した作品から選

定した作品により「岐阜県ゆかりの映画上映会」を開催

した。

◇ハイビジョンホールを活用した実施内容

・ハイパーハイビジョン風土記、環境映像、映画、 

衛星放送、手作り番組、優良作品などの上映 
・博物館講座、たのしい博物館活動利用 

・幼稚園、小学校の課外研修利用 

・オリジナルコンサート等の音楽会 

・その他　各種研修会、講演会 

相享　i　　　　　　　　　　　‾‘・ 

漢、 ��凵�／i 剪� ��
漢、 ��� 剪� �� ；SSSr 俐��h��亳ﾈ�ﾃ��
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S　e ����劔����､ｨﾋ��B�����������)�顋�耳ﾎｨﾄhｼ9[r�こた、 劔経笑劇 

鸞 剪�「言1∴ 　∴ ∴∴∴∴ ��「 劔� � 

「秋のコンサートINミュージアム」のようす

5　映像提供装置やインターネット閲覧機器の利用

マイミュージアム4階のマルチメディアスタジオでは、

映像情報を簡単に視聴することができる映像提供（ビデ

オ・オン・デマンド《VOD〉）装置により、これまで

に当館が所蔵・自作制作した映像情報の積極的な配信を

行った。また、インターネット視聴機器も来館者の多く

の方々に利席いただいた。岐阜県の映像情報を集積した

「ハイパーハイビジョン風土記」のレファレンス装霞も

体験学習の一環や、地元の産業や文化を調べる手段とし

て、多くの団体や児童・生徒を中心に活用いただいた。

◇ハイビジョンホールを活用した実施内容

・「ハイパーハイビジョン風土記」映像約1．200

・デジタルアーカイブ資料約1，400

・自作作品約100

・その他

（VTR・DVD・CD・LD・16mm作品など）約1，300

6　「学校間総合ネット」による情報発信

今年度、県内全ての市町村小中学校が「学校間総合

ネット」で結ばれ、多様な情報のやりとりができるよう

になった。これにより、博物館所蔵映像情報のネット配

信や白川小学校とのテレビ会議システムを利用した授業

が行われた。

7　各種情報技術講座と

デジタルアーキビスト義成講座

情報技術の普及啓発を目的として、様々な情報技術に

関する講習を行った。楽しみながら博物館に関わる様々

な事象を学んでいただく講座では、絵手紙・水彩画風暑

中見舞い・年賀用ランチョンマット・箸袋・お年玉袋を

作りながら、パソコンの基礎的な内容について学ぶ講座

であったが、毎回定員を上回る受講希望があった。

また今年度新たに、コンピュータの技術以外にも知的

財産に関わる知識や情報倫理、芸術・文化や歴史の見方

についても正しく理解・認識していただくことを目的に、

文字・映像・音など様々な情報をデジタル化して保存・

管理・活用できる人を育成するための講座として、デジ

タルアーキビスト養成2日間講座を岐阜女子大学と連

携して実施したが、遠く県外からも参加があり、多くの

方々が資格を取得された。

溺醒囲醒霊宝闇躍醗認 
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〔教育普及活動〕

1　概要

小中学校での「総合的な学習の時間」の定着、昨年度

から実施の高校生以下入館料無料化、生涯学習社会の進

展などに伴い、「社会教育機関」「生涯学習機関」とし

て、子どもから高齢の方まで幅広い年齢層に対する博物

館としての役割が強く求められている。

博物館への来館は、幼稚園・保育園から小・中・高等

学校などの学校団体、子ども会や少年団体をはじめ老人

会や福祉施設の団体にいたる幅広い各層に利用されてい

る。

そのため、だれにもわかりやすく楽しんでいただける

プログラムや、より体験的な活動内容を開発してきた。

特に、「ミュージアムカード」と「博物館シール」の

サービスを開始し、親しめる博物館を目指した。

なお、18年度は開館30周年に当たり、30周年記念展示

「岐阜県博物館のあゆみ」をはじめ、「美濃飛騨合併

130周年記念事業」や「文化の日県立文化施設無料開放

日」をど、例年にも増して多彩なイベントが行われた。
一万、年間事業の充実も図ってきた。主な本年度の事

業として、特別展（2回）、資料紹介展（2回）、記念

展示（1回）、開館財団法人岐阜県教育文化財団文化財

保護センター主催の特別展（1回）、岐阜県図書館共催

の特別企画（1回）、マイミュージアムギャラリー展

示（8回）のほか、特別行事・講演会・講座・自然観察

会など年間90回の催しものを実施した。ほかに、ギャラ

リー出展者の自主事業（7回）の実施により、総事業数

は112回を数えた。

2　教育活動

（1）催しもの

企画展関連事業（9回）、カルチャー講座（23回）、

たのしい博物館（47回）、特別行事（8回）ボランティ

ア講座（3回）の計90回であった。

参加状況は大変好調で、特別行事では、「響け！和太

鼓」の高校生の熱演によって、午前午後合わせて参加者

が350名を超えた。「秋のコンサートinミュージアム」

は、予約の段階で定員を超える盛況であった。催しもの

の中には、「七草がゆを食べよう」「花もちをつくろ

う」「徳山のくらしを体験しよう」など、サポーターの

皆さんと協力して成功させたものも多かった。

新しい試みとして、3日連続で行った「職人の技　浮

世絵摺り実演」がある。摺師の方との自由を会話や次々

に仕上がっていく浮世絵に、感嘆の声があがり好評を博

した。また、人気が高くすぐ定員に達してしまった「恐

竜教室」「化石のレプリカをつくろう」などは、要望に

応え追加開催を行った。

緑に囲まれた博物館の立地を生かすため、自然観察会

も各種実施した。中でも、定例化した「里山ウオッチン

グ」は、毎月のリピーターが増え、多くの人に楽しんで

いただくことができた。

（2）入館者対応

特別展「緑いきいき！岐阜の森」、「錦絵が語る美濃

と飛騨」展では、職員と解説員による定期解説や声かけ

案内を行い、来館者との交流を深めた。学校などの団体

に対しては、年令に応じた興味関心に応えるため、3種

類のカラービンゴを用意したことで、幼稚園・保育園児

にまで対象を広げることができた。

（3）学校、福祉施設などの活用

団体利用は、188団体で、幼稚園・保育園（32）、小

学校（110）、中学校（12）、高校（4）、大学（2）

福祉施設（17）、その他（11）であった。

地域別の利用状況は、下記のようになる。

関　　　市 �38�C��2�岐阜地区 ����C(�2�

愛　知　県 �#��Cx�2�加茂地区 店�C��2�

岐　阜　市 ����C��2�そ　の　他 ����C(�2�

昨年度の利用は、地元関市の利用のほか、愛知県が多

かった。西濃地区からの利用も始まった。学年別にみる

と、小学校1、2年の利用が半分を占め、百年公園での

活動とセットにした利用が多い。

（4）研修会などの活用

学校関係を中心にして、66団体であった。

（5）出前授業・講師派遣などの活用

出前授業の実施回数は19回（小学校12回、中学校5回、

養護学校2回）で、理科の授業が中心であった。また、

白川村の白川小学校と遠隔交流学習（テレビ会議システ

ムを活用した博学交流学習）を行った。

また、小中学校の教科研修や校内研修の他に、公民館

や各種団体への講師に18回招増された。生涯学習の機関

として、様々に活用されている。

3　広報活動

来館者の増加を目指して、広報活動の充実を図った。

特に、以下のことに力を注いだ。

（1）公園内に博物館案内を計画的に表示し、入館への呼

びかけに努めた。

（2）公園事務所と連携を図り、放送での呼びかけを積極

的に行った。

（3）新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対し

て情報提供を積極的に行った。

（4）ポスターやチラシの掲載、設置場所の見直しを図り

効果的な広報を目指した。

4　博物館実習生指導

7月24日（月）から7月28日（金）までの5日間、岐

阜大学（9名）・岐阜女子大学（9名）・岐阜聖徳学園

大学（4名）・愛知教育大学（1名）・名古屋芸術大学

（l名）・三重大学（1名）・信州大学（1名）・愛媛

大学（1名）・上越教育大学（1名）の9大学から28名

の学生を受け入れ、実習生指導を学芸部職員全員で行っ

た。共通実習と選択分野別実習により、実習生が充実し

た活動をすることができるよう工夫した。
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5　資料の貸し出し

分野 亢�����ｭh����kﾂ�資　　　料　　　名 ��ﾘ�､ｨ跖ｯｩ?｢�貸出終了期日 �5��B�

人 文 �<izxﾗ9�ﾙd��ﾉ�X��ﾋ亢�ﾕﾉ(iYH辷���増山たづ子氏撮影写真パネル 兌ﾙ�ﾃ�吋紿ﾈ��I?｢�平成18年4月19日 �3��

揖斐川町中央公民館 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成18年5月26日 兌ﾙ�ﾃ�吋緝ﾈ纖?ｦ��[ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ�#�?｢�30 

十象舎 �8���l���ﾉ8ﾋ8���ﾈ��7ﾈ5r�平成18年6月28日 �2 

岐阜教育映画センター ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成18年6月30日 兌ﾙ�ﾃ�吋繆ﾈ�)?｢�31 

岐阜市歴史博物館 偖ﾉ�;ｩ�h�X��;ｩ�h����X�9�9;ｩ�b�平成18年7月5日 兌ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ�3�?｢�3 

徳山ダム建設所 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｸ�X6h5x5�8ｸ枴�ﾂ�平成18年7月24日 兌ﾙ�ﾃ�吋繆ﾈ�3�?｢�79 

岐阜教育映画センター ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成18年7月29日 兌ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ��?｢�31 

中日新聞社 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽�����6h5x5�8ｸ枴�ﾂ�平成18年8月16日 兌ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ�#�?｢�20 

研友企画出版 俛�dh��m��ﾘ･�;刔ｨ�ｾ8鵁��荿�(��6h5x5�8ｸ枴�ﾂ�平成18年8月20日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ��Y?｢�1 

国際根付ソサエティ・ジャーナル �ｨ肩ﾝxﾔ�-����ﾈ�����i�ﾈ�｢�諸��c)D�<�¥ｩ5x�YO)�ｸ,ﾈ���i�ﾙ�ﾆhﾝｨ����平成18年8月28日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�3�?｢�1 

岐阜教育映画センター ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成18年9月1日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ紵?｢�31 

岐阜新聞 ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽�����6h5x5�8ｸ枴�ﾂ�平成18年9月8日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ��I?｢�4 

大津市歴史博物館 �?ｨｶx�(唏廩ﾝYxY�ﾘ��7ﾈ5r�平成18年9月20日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�3�?｢�l 

笠松町歴史民俗資料館 倅��8慄�ﾈﾔﾈ��Y�Y?ｩgｹZ亥��ﾘ檍��O(�))i]�i�ﾘ�h7ﾈ5r�平成18年10月12日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#�?｢�1 

ATCエイジレスセンター ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｸ�X6h5x5�8ｸ枴�ﾈ�X4ｨ8�8��平成18年10月31日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#�?｢�54 

神戸市埋蔵文化財センター �駟韜ｸﾌ9Zﾘ�7�i[i����(ｻ韲ｩ���平成18年11月17日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#9?｢�l 

学習研究社 �8���k9l���躡,8���ﾈ��6h5x5�8ｸ枴�ﾂ�平成19年1月9日 兌ﾙ�ﾃ�僖�(ﾈ�#�?｢�2 

岐阜教育映画センター ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｲ�平成19年1月19日 兌ﾙ�ﾃ�僖��ﾈ�#)%R�31 

世界文化社 倅��8慄�ﾉdﾈﾙ��Xｪ���*��h���ﾈ��7ﾈ5r�平成19年1月26日 兌ﾙ�ﾃ�僖�8ﾈ��Y?｢�2 

関ケ原ふれあいセンター ��ﾘ�(+ﾘ,8�����(帽���7�6ﾈ8ｸ���ﾂ�平成19年3月2日 兌ﾙ�ﾃ�僖�8ﾈ綺?｢�26 

自 然 弍)Xﾈ�9zy+y|y(hｧxﾕ｢�アナグマ・アライグマの全身骨格標本など 兌ﾙ�ﾃ�吋紿ﾈ��Y?｢�平成18年4月22日 釘�

各務原市立蘇原中学校 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成18年4月27日 兌ﾙ�ﾃ�吋綛ﾈ�#�?｢�10 

多治見市立平和中学校 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�平成18年4月27日 兌ﾙ�ﾃ�吋綛ﾈ���?｢�19 

中日新聞社 們ｩ�韜�{��假ym��｢�平成18年5月10日 兌ﾙ�ﾃ�吋綛ﾈ�#�?｢�20 

多治見市立高ケ丘中学校 �:饂異ﾈｦ儷ygｸ��:饂�:ｨﾙﾉUygｸ,�,r�平成18年5月18日 兌ﾙ�ﾃ�吋綛ﾈ�3�?｢�12 

関市立桜ケ丘小学校 �ｹ����4�988(6�486x��蕀wI(���ｻ�{8,ﾈ餽,�,x�｢�平成18年5月20日 兌ﾙ�ﾃ�吋綛ﾈ�#y?｢�24 

光記念館 �4ｨ987ﾎ格���平成18年5月22日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ�#)?｢�1 

岐阜県教育文化財団文化財保護センター 們ｩ�韜�{��伜(ﾝ���m�,ﾈ����ﾚｨﾝ厭��｢�平成18年5月24日 兌ﾙ�ﾃ�吋緝ﾈ��)?｢�12 

岐阜県教育文化財団文化財保護センター 們ｩ�韜�{���7X6凩���%y�Xｹｸ��-�?ｹ:饂��｢�平成18年5月30日 兌ﾙ�ﾃ�吋緝ﾈ��)?｢�18 
エコミュージアム関ケ原 俑�(餠ygｸ�儷ygｹJ�?ﾈ.��｢�平成18年6月10日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ�)?｢�9 

可児市立蘇南中学校 ��),Y:饂異ﾈｦ儷ygｸ,�,r�平成18年6月18日 兌ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ��y?｢�7 

美濃加茂市民ミュージアム �+凩�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｸ,�,r�平成18年6月29日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ���?｢�40 

岐阜県ミュージアムひだ ���Z�,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｩUygｲ�平成18年7月3日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ���?｢�6 

各務原市立稲羽東小学校 �4�4�4�4ｨ5�8�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�平成18年7月4日 兌ﾙ�ﾃ�吋繆ﾈ���?｢�1 

岐阜県環境生活部地球環境課 們ｩ�韜�{���4�8�484�7ﾘ��6ｸ�ｸ6x8ｨ4��｢�平成18年7月10日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�3�?｢�2 

個人 ����ｻ��平成18年8月24日 兌ﾙ�ﾃ�吋繹ﾈ�3�?｢�12 

エコミュージアム関ケ原 �+凩�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｸ��687���6�485�4ｨ��5H5h6�,�,x�｢�平成18年8月29日 兌ﾙ�ﾃ�吋��(ﾈ��?｢�6 

安城市歴史博物館 俑��ｨ�?�Gｸｺﾙ�ｸﾇb�平成18年9月1日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#I?｢�l 

岐阜県教育文化財団文化財保護センター ��ﾈｹｸ,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｸ��7ﾘ5���4�7ﾘ4x��488�6���4�484ｨ8��｢�平成18年9月4日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#y?｢�4 

関市まなびセンター �ｹ���Xｮ)����,ﾘ*ﾙ�ｸ��-�?ｹ}��｢�平成18年9月5日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ��9?｢�30 

関西テレビ 們ｩ�韜�{���4X5h4ｸ4x8ｸ�｢�平成18年9月23日 兌ﾙ�ﾃ�吋纔ﾈ�#9?｢�1 

可児市立香里小学校 �ｹ����4�988(6�486x,�,x�ｨ��峪��8ﾈ7h8ｨ4ｨ,ﾈﾅ��平成18年10月14日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#�?｢�27 

関市立富岡小学校 �ｹ����峪��8ﾈ7h8ｨ4ｨ,ﾈﾅ���8�6��ｸ4ｨ6(7b�平成18年10月14日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ���?｢�102 

日本最古の石博物館 弌���7�6ﾈ8ｸ�X�����ﾙ佇ｨ,ﾉlﾘﾅ����ｨ,ﾉlﾘﾅ��平成18年10月18日 ���[ﾙ�ﾃ�僖��ﾈ���?｢�34 

大野町立大野中学校大野分校 �5�4ｸ6ﾈ��6�987ﾘ�ｲ�平成18年10月20日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#i?｢�52 

三の倉市民の里地球村 �-�?ｹ}��Y+凩�,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�平成18年10月30日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ繪?｢�12 

郡上市立相生小学校 俑�(餠ygｸ��肺ｻｨ+R�平成18年11月18日 兌ﾙ�ﾃ�吋���ﾈ�#i?｢�11 

岐阜市立長良東小学校 �ｹ����4�988(6�486x��蕀wI(�,�,x�ｨ���隍Hｮ"�平成18年12月13日 兌ﾙ�ﾃ�吋��(ﾈ�#�?｢�64 

笠松町歴史民族資料館 �486ﾘ5h5h,ﾈ,ﾘ*ﾙ�ｲ�平成18年12月20日 兌ﾙ�ﾃ�僖�(ﾈ紵?｢�2 

多治見市立南ケ丘中学校 �:饂異ﾈｦ儷ygｸ��:饂�:ｨﾙﾉUygｸ��:饂異ﾉUygｲ�】平成19年1月24日 兌ﾙ�ﾃ�僖�(ﾈ�#�?｢�13 

関市立安桜小学校 �-�?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｸ��4ﾈ686ﾈ�｢�平成19年1月26日 兌ﾙ�ﾃ�僖�(ﾈ紵?｢�）　8 

関市立桜ケ丘小学校 �ｹ���倅�I(���4�988(6�486x,�,x�ｨ��8�6��ｸ*�6ﾘ7R�平成19年1月27日 兌ﾙ�ﾃ�僖�(ﾈ�9?｢�81 

中津川市鉱物博物館 �5�7�8ﾈ,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｩUygｲ�平成19年2月6日 兌ﾙ�ﾃ�僖緝ﾈ��Y?｢�6 

岐阜県環境生活部地球環境課 們ｩ�韜�{���5�488�988ｨ5��｢�i平成19年2月6日 兌ﾙ�ﾃ#�D�8ﾈ�3�?ｨ�冰ﾉ.��｢�1 

垂井町教育委員会生涯学習課 們ｩ�韜�{���6�8ｨ8��｢�平成19年2月13日 兌ﾙ�ﾃ�僖�(ﾈ���?｢�1 
エコミュージアム関ケ原 ���Z�+8*ﾙwIUygｸ��6�8x4X5x5X4�8�9��｢�平成19年3月15日 兌ﾙ�ﾃ�僖綛ﾈ���?｢�12 

合　　計 ���SB�

6　図書資料（平成19年3月31日現在）

図書資料数 儖X����������ﾖﾂ�

一　般　資　料 ��x�3Cs��含　刀剣文庫 

郷　土　資　料 滴�3イb� 

児　　童　　書 ���3#C"� 

博物館資料 店�3�Cr�含　当館資料、棚橋文庫、熊田文庫 

合　　　　　計 �#���B� 
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7　刊行物の発行

名　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、頁 兀H���B�備　考 

岐阜県博物館だより第87号 ����CH�C��A4　　4頁 �(�3S���友の会増刷 

岐阜県博物館だより第88号 ����C��C��A4　　4頁 �(�3S���友の会増刷 

岐阜県博物館報第29号 ����CH�C��A4　　42頁 ���3����4種類各1，000部 

岐阜県博物館シール ����C���C3��ハガキ 滴�3����

ミュージアムカード ����C���C3��名刺サイズ 都��3����

平成19年度岐阜県博物館催しもの案内（掲示用） ����C8�C#2�B2 �(�3S���

平成19年度岐阜県博物館催しもの案内（携帯用） ����C8�C#2�A4　4ツ折 鼎x�3S���

岐阜県博物館調査研究報告第28号 ����C8�C3��A4 都���

【特別展図録】 ����CH�C#��A4　　64頁 田��� 

緑いきいき！岐阜の森 

錦絵が語る美濃と飛騨 ����C��C�R�A4　　80頁 田���

【特別展等のポスター・リーフレット】 ����CH�C#R�B2 �(�3���� 

緑いきいき！岐阜の森　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター 

緑いきいき！岐阜の森　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ����CH�C#R�A4 都��3����

錦絵が語る美濃と飛騨　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター ����C��C���B2 �(�3����

錦絵が語る美濃と飛騨　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ����C��C���A4 涛X�3����

【資料紹介展・特別企画のポスター・リーフレット】 ����C��C#��B2 �(�3C��� 

おもしろ岩石・鉱物展　　　　　　　　　　　　　　　　ポスター 

おもしろ岩石・鉱物展　　　　　　　　　　　　　　　　リーフレット ����3��C#��A4 �#H�3����

おカネの文化史～篠田家資料より～　　　　　　　　　　ポスター ����C�(�C��B2 都���

おカネの文化史～篠田家資料より～　　　　　　　　　　リーフレット ����C�(�C��A4 �#��3����

【マイ・ミュージアム刊行物】 ����CH�C��A4　　両面 ���3���� 

マイ・コレクション第87号 

マイ・コレクション第88号 ����CX�C�B�A4　　両面 ���3����

マイ・コレクション第89号 ����Ch�C#R�A4　　両面 ���3����

マイ・コレクション第90号 ����C��Cb�A4　　両面 ���3����

マイ・コレクション第91号 ����C��C#2�A4　　両面 ���3����

マイ・コレクション第92号 ����C���C��A4　　両面 ���3����

マイ・コレクション第93号 ����C�(�C�r�A4　　両面 ���3����

マイ・コレクション第94号 ����C(�C���A4　　両面 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　ポスター ����CH�C��B2 ���3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　リーフレット ����CH�C��A4 ����3����

マイミュージアムギャラリー　　　　　　　　　　　　　　DMハガキ ����CH�C��ハガキ 滴�3����

8　幼稚園・学校・福祉施設等の利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　※来館人数は引率者を含む

月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

4／7 弍)Xﾈ�8�X5�4�6�4X5�5h888ﾘ�ｸ8�-ﾘ.ﾒ�5 ��b�1 ��ﾉ[i5x麌�ﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

4／15 佗井�ｧxﾕｨ�D8怏�hﾊH�2�涛r�2．5 �7(6h4亊8�ﾈ��Yy7亢ﾉ��ﾞﾈ��齷�)5x麌��Y�ﾉ[i5x麌�ﾊ乂r�

4／19 弍)Xﾈ�8�X､位傅ﾂ�塔B�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��齷u(ﾊ乂r�

4／20 亊h�8���YY�ｵi(b�l 鼎"�4．5 ��隶ﾘ,8*ﾘ.���懆ｴ�+�+Y�ﾈﾋ���4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

4／20 亊h�8��Y�ｵi�ﾉ(b�6 ��b�1．5 俾��)5x麌7(9858���ﾉ[h���Y&闔h,ﾈ�)�X/�+(-x.h*H�b�

4／25 弍)Xﾈ�8�YyVﾈｭH���5 田��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��齷u(ﾊ乂r�

4／28 弍)Xﾈ�8�X蕀}i>ﾉ(b�5 涛B�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

4／28 弍)Xﾈ�8�X､位�8ﾈ惲�4 ���2�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

5／11 亊h�8�YY�ｵi8ﾈ惲�1，2 �32�3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ��{5eE"�

5／16 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�Y;�ﾂ�3 涛��3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{5eE(��齟�u(ﾊ乂r�

5／16 亊h�8�Y68ﾋH惲�6 塔2�2．5 仆�{8������4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��ﾖﾈﾌ8ｧx���

5／16 儖ﾉEｨ�8�X-8+ﾘ,ﾙv9'H���年中 鼎��2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{5eE"�

5／17 亊h�8�x�Y�9�ｸ惲�3 都"�4．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{5eE"�

5／17 亊h�8��ﾟx5�ｷX惲�2 塔��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x�����ﾌ�%Hﾉ��

5／18 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y*�?ｩ8ﾈ惲�3 涛b�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

5／18 亊h�8�Y��&ﾘ惲�6 都r�2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��8��ｸ4�5h�ｸ6xｧr����7舒ﾘ�Y�隶ﾘ�｢�

5／18 亊h�8�x�Y�9�ｸ惲�2 塔��4．5 仆�{5eE(��齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

5／18 亊h�8�Xﾟx5�ｷX惲�1 塔2�4 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ��{5eE"�

5／19 冉ｹkﾈﾌ8夊�8��I&ﾘ�ｨ�Y�ﾈ�惲�3，4 ��sr�3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{5eE"�

5／19 俘(�(�8�X�9_9��ﾘx抦�冏ｸｻﾘ抦��<碓h抦�｢�5 �#��1 俾��)5x麌7(9858��ｻ�{8�����

5／25 儖ﾉEｨ��l韈8�X��l颱��ﾘ(ﾕｩ}�ｼh怩�2，3 都"�1．5 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

5／25 亊h�8�X�Xｾ�{8惲�3 ���r�4 囘ﾈ�(4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��

6／1 亊h�8��>ﾈ5�ｷX惲�5 �#��2 鋲E(�Xｯ)Xﾈ,ﾈ��櫁�h��<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

6／1 �(ｷiNI*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�X�(ｷiNI(b�2 �#S2�2．5 弍)Xﾈ,ﾈ齷�(������齷u(ﾊ乂r�
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月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

6／1 冉ｹkﾈﾌ8夊�8��I&ﾘ�ｨ�X踪��ﾈ惲�2 ���r�2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂r�

6／1 ���(�8��I&ﾘ�ｨ�Xｭｹ(h惲�1－6 ��cb�1．5 俾��)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{8�����

6／1 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾈｯ9eﾘ*ｨｷYwｸﾎﾈｧxﾕ｢�2－6 ��2�4 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

6／2 亊h�8�X�X�9Ei]ｹ�ﾂ�1 ��R�l 仆�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

6／8 佛8�8�8�Y�ｩ�h惲�3，4 鼎��5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x����,ﾈﾊ乂r�

6／8 儖ﾉEｨ�8�X-8+ﾘ,ﾙv9'H���年長 �3b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

6／9 冉ｹ_ｹ*ﾈ�Xｯ)XﾉE��ﾘ(ﾕｩ�厭�怦ｧx怩�3 �3��3．5 �<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{8������齷u(ﾊ乂r�

6／14 弍)Xﾈ�8�Xｯ)>ﾈﾔ鮎hﾘ(ﾕｨﾉｩ'ｨ怩�l 鼎��1．5 �;�)j�hﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

6／14 亊h�8�Xｭi]ｸ支���年長 �3r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

6／15 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�2 塔B�3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻ�{5eE(��齷u(ﾊ乂r�ｻ�{5eE(��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾒ�7乂x���

6／15 亊h�8�Y��&ﾘ惲�1，2 3 ��3��4 

6／15 弍)Xﾈ�8�X､位�4�8ｸ�ｸ7h7ｨ�ｸ8���#��1．5 俾冰(ﾊ乂r�

6／16 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�塔r�2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x�����ﾌ�%Hﾉ����ｵ陌�9｢�齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5x7(9859�ﾉ[i5x麌7(9858ｭh�8,ﾂ�峪���Xｴ8ﾏ8�Y&霹�,�,(*(,B�

6／16 亊h�8�YW�ｨ惲�6 �#2�2．5 

6／16 冖ﾈﾌ8夊�8��I&ﾘ�ｨ�Ykﾈﾌ8夊ｻ8孜[h嶌5ｨ985��ｲ�年少 �3��3 仆�{5eE(��ｻ�{8������齷u(ﾊ乂r�

6／20 弍)Xﾈ�8�X*�*�.)�h自v9'H���年長 田r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5x7(9852�

6／22 弍)Xﾈ�8�X*�*�.)�h蕀v9'H���年長 塔��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5x7(9852�

6／29 弍)Xﾈ�8�Y�(�)(b�3 �3R�1 俾冰(ﾊ乂r�

7／4 弍)Xﾈ�8�Y?ｩnﾈﾆ(ﾏXｧx���4 年長 釘�3．5 俾冰(ﾊ乂x��eE(�Y5hｿ8,ﾈ��8�7(8X5��hｭ8�ﾂ�

7／4 弍)Xﾈ�8�Xﾏｨﾊ傅ﾂ����r�l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

7／8 亊h�8�Y(iYHｧx���Xｧr�鼎"�1 俾��(�Y�ﾉ[i5x麌�,ﾈﾊ乂r�

7／14 亊h�8�X抦ｾ�69]ｸ支����3b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

7／21 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y[ﾘ��v9'H���年長 ��C��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

7／22 冖ﾈﾌ8夊�8��I&ﾘ�ｨ�Ykﾈ�况9'H���年長 鉄��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

7／27 丿Yk�ﾋH�8�X6ﾘ788ｸ5H�ｸ�X*�.�+X.ｹm��ﾙ�ﾈｧxﾗXﾜ��b�5，6 鼎R�3 �;�)5xﾊ乂x��齷�)5x麌7(9852�

7／28 ��X･�8�Y�X･�ｸ揵[h嶌ﾞ�芥ﾎﾈ晳D�&2�5，6 ����1 �;�)5xﾊ乂r�

7／30 傅ﾉg��8��I&ﾘ�ｨ�X5ｨ485h98ｻ8支5ｨ985��ｲ�1 ���B�2 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷u(ﾊ乂r�

8／1 傅ﾉg��8��I&ﾘ�ｨ�X5ｨ489898ｻ8支5ｨ985��ｲ�1 塔��2 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷u(ﾊ乂r�

8／1 佛8�8�8�X��,x.���讓ﾗXﾜ��4－6 ��"�2 �;�)5xﾊ乂x���ﾉ[i5x麌�ﾊ乂x��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9852�

8／4 �-ﾘ,x.�,ﾈ晳D�&8ﾏ�zﾈ�橙���#��8 乖�:飩ﾙUﾉ�X檍���(ﾛ��

8／5 丶ｨﾘ(�Y(iYHｧx���Xｧr���R�4．5 ��ﾉ[i5x麌��Tﾔﾘ�Y;�)5x�X齷�)5x麌�ﾊ乂r�

9／26 弍)Xﾈ�8�Y�i?�ﾆ(ﾏXｧx���3 塔��2 俾冰(ﾊ乂r�

9／29 舒)���8��I&ﾘ�ｨ�Xｮ)��>ﾈ惲�涛��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／3 ��8x�8�Y(i8x惲�3 田R�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9859Yy7亢ﾂ�

10／3 亊X�8�Xﾟx5�ｷX揵Zｨｸ��6 迭�2 仆�{8������峪��,ﾉ�(��齷�)5x麌7(9858��齷u(ﾊ乂r�

10／3 弍)Xﾈ�8�YyT綿ｸﾂ�2 迭�6．5 ��X�ｩ�ﾈﾋ��俾��(�Y�ﾉ[h�TﾔﾙZｩnﾈ,ﾉ�ﾈﾋ�ｨ�:��｢�

10／4 丿Yk�ﾋH�8�Y(h匣惲�1 塔2�4 仆�{8������齷�)5x7ｸ7(985(��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x������ﾊ�,(*�7(9852�

10／4 亊h�8�X抦ｾ�69(b�2 澱�7 ��X�ｩ�ﾈﾋ��俾��)Zｩnﾈ�｢�

10／5 亊h�8�X抦ｾ�69(b�2 澱�7 ��X�ｩ�ﾈﾋ����ﾉ[iZｩnﾈ�｢�

10／5 亊h�8�YY�ｵi�ﾉ(b�1－3 �3��4 ��ﾈ,ﾈ*ﾘ.x+Y�ﾈﾋ���齷�)5x7ｸ7(985(��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���ｻ�{8������ｻ�{5eE"�

10／5 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Xｴﾙ�I(b�2 ��S��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／5 弍)Xﾈ�8�Y(iYHｧx���XｧyXﾙ�騅9'H���年長 田��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／6 乂ﾘ鉑*ﾈ�X鉙釐惲�2 �����4 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x7ｸ7(985(��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾒ�7乂x���

10／6 ���(�8��I&ﾘ�ｨ�X朱�)8ﾈ惲�l �����3 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ��{5eE"�

10／6 亊h�8�Y68ﾋH惲�2 都B�3．5 仆�{5eE(��齷�)5x麌7(9858ｻ�{8������<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾒ�7乂x���

10／6 亊h�8�X岔tﾉ&ﾙ(b�1 都��4 仆�{8�������ﾉ[i5x麌7(9855eE(�Y�h*ｹZ�&雕Xｴ俎8�hｭ2��ﾈ��齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂r�

10／6 �ｩ�8�8�Xｾ��(惲�1，2 �3b�3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{5eE"�

10／6 亊h�8�X抦ｾ�69(b�2 3 澱�7 ��X�ｩ�ﾈﾋ��番ﾙZｩnﾈ�｢�

10／7 佗井�ｧxﾕｨ�D8怏�hﾊH�2�田��2．5 兀y7亢ﾈ��齷�)5x麌�ﾊ乂x���ﾉ[i5x麌�ﾊ乂x��<�¥ｩ5x�����

10／11 弍)Xﾈ�8�Ym右igｸ惲�鉄��3．5 仆�{8�������Y:饂�,ﾉ�ﾈ�h,�,(*(,H,ﾈｧx���齷�)5x麌7(9852�<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ�{5eE"�

10／11 弍)Xﾈ�8�Y+y|y8ﾈ惲�1 ��3��4．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ��{5eE"�

10／11 儖ﾉEｨ�8�YOﾉEｨ惲�1 塔b�4．5 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾒ�7乂x�����ﾉ[i5x麌7(9852�

10／11 俔ﾙ>ﾈ�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾕﾙ>ﾉv9'H���年長 ��#��2 ��i�h初zh,�.h.俾冰(ﾊ乂r�

10／11 俔ﾙ>ﾈ�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾕﾙ>ﾉ�i?�v9'H���年長 3 田"�2 ��i�h初zh,�.h.俾冰(ﾊ乂r�

10／11 弍)Xﾈ�8�X5�4�6�4X5�+8+8.H.������1 俾冰(ﾊ乂r�

10／12 ���(�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾘ(ﾎI;�惲�田B�1，5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／12 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�X蓼��惲�2 ��Cb�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／12 亊h�8�X岔tﾉ&ﾘ惲�1 田"�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／12 弍)Xﾈ�8晳D�5ｨ985��ｲ�小中 �#r�1 俾冰(ﾊ乂r�

10／13 亊h�8�Xｾ�{8惲�1 ��32�3．5 做�-ﾘ,(*�78985(��ｻ�{8������齷�)5x7ｸ7(985(��<�¥ｩ5xﾊ��ｧx��ｻﾙ7乂x���

10／13 伜(ﾊx�8�YW�ｨ惲�2 都��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／13 儖ﾉEｨ�8�Y�Yn�68惲�1 �#B�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�
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月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

10／13 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾊ(�)v9'H���年中・年少 涛B�1 仆�{8������齷��乂r�

10／14 �(ｷiNI*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�Xｻ8支効醜橙�3－6 2 ��r�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

10／14 亊h�8��-�-ﾈ.ﾘ.�,ﾈｷY�c8ｧx�������1．5 俾冰(ﾊ乂r�

10／17 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�Y���ﾉ(b������1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／17 ��X･�8�Yg�68惲�1，2 鼎b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／17 倡H�*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�X,ﾘ,�,ﾈ�v9'H���年長 2 都��l ��i�h初zh,�.h.俾冰(ﾊ乂r�

10／17 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���b�2 俾冰(ﾊ乂r�

10／18 儖ﾉEｨ�8�Y(h岔tﾈ惲�鉄2�2．5 做�-ﾘ,(*�7(9858��ｻ�{8�������(ﾆ�uh-���齷�)5x麌7(9852�

10／18 亊h�8�YY�ｵh.(-ﾈ.H.�8ﾉ]ｸ支���全 1 鉄r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���i�h初zh,�.h.侈乂r�

10／18 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���b�2 俾冰(ﾊ乂r�

10／19 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�YHｸﾋH惲������1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／19 俔ﾙ>ﾈ�8��I&ﾘ�ｨ�Y:�z(惲�2 塔��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／19 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�Y��8ﾈ惲�2 ��3"�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／19 佛8�8�8�YJｩJh惲�2 2 鉄R�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／19 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���b�2 俾冰(ﾊ乂r�

10／20 俔ﾙ>ﾈ�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾌ9&ﾙnﾉ8ﾈ惲���C2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／20 俔ﾙ>ﾈ�8��I&ﾘ�ｨ�YnY.ﾘ�(惲�2 鉄R�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／20 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾊ(�)�ﾉ(b�2 �����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／20 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�X蝿ﾙX惲�2 涛b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾘ齎ｧx���

10／20 亊h�8�Y68ﾋH惲�l 鉄��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*�7(9852�

10／20 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���B�2 俾冰(ﾊ乂r�

10／24 亊h�8�X��ﾟx惲�3 ���"�5．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ��{5eE(��4�8ｨ4x986X�ｸ8ｨ984��

10／24 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�Y�x�惲�3 塔B�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／24 亊h�8�Y;Hﾌｸ惲�1－3 鉄B�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾘ齎ｧx���

10／24 �(髦�8�Xﾔﾉ|ｹ(b�1 塔B�2 俾��(,ﾉ�(��+(-xｧx��

10／25 亊h�8�Y68ﾋH惲�3 都��2．5 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9859<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／25 弍)Xﾈ�8�Y�YY�惲�l 塔"�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／25 儖ﾉEｨ�8�X�9g�惲�1，2 �#r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／25 弍)>ﾉ*ﾈ�Y�ﾈ惲�1 塔��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾘ齎ｧx���

10／26 ��Xﾏｹ*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�Y�Xﾏｹ>ﾉ(b�1 田r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／26 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�Xﾊ(�)8ﾈ惲�l 涛R�1．5 俾��)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ�{8�����

10／26 儻ﾘﾄｹ*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�X�)kﾈ惲�3 田��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

10／26 舒)���8��I&ﾘ�ｨ�X､inﾈ惲�1 ��Cb�1 俾��)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ�{8�����

10／26 亊h�8�Xﾟx5�ｷX揵Zｨｸ��倚xｧxｭ��｢�3，5 2 ����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��<�¥ｩ5xﾊ乂x��ｻﾘ齎ｧx���

10／26 亊i>ﾈ�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���b�2 俾冰(ﾊ乂r�

10／27 弍)Xﾈ�8�Xﾘy6顫ﾂ�塔��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／27 亊h�8�Y�9�ｸ惲�l 塔R�1．5 仆�{8�������-ﾘ,(*�7(9852�

10／27 冲ｹN9�ﾉ*ﾈ�X揵8x惲�1 鼎��l 俾��)5x麌7(9858��ｻ�{8�����

10／27 冲ｹN9�ﾉ*ﾈ�X�?ｨ惲�1，2 ��b�l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

10／27 儖ﾉEｨ��l韈8�Xﾌ8鯖�h自]ｸ支���年中・年少 2 都B�0．5 仆ﾙ7乂x����齷�)5x麌�ﾊ乂r�

10／27 弍)Xﾈ�8�X5H987H8ﾈ986�-ﾘ.ﾘ��･��(5ｨ985��ｲ�����3 俾冰(ﾊ乂r�

10／27 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���b�2 俾冰(ﾊ乂r�

10／31 丿Yk�ﾋH�8�Y�ﾉ8x惲���32�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂r�

10／31 ��8x�8�Y�9m淫ﾂ�3 ��ッ�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���ﾉ[i5x麌7(9852�

10／31 亊h�8�X願9hｷX惲�2 都��1 俾��)5x麌7(9852�

10／31 亊i>ﾈ�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���"�1 俾冰(ﾊ乂r�

11／1 亊h�8�Y>ﾈ5�ｷX惲�1，2 �3��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻ�{5eE"�

11／1 �(髦�8�Xﾘ)u倡�(b�1 都R�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

11／1 亊h�8�X��ﾟx惲�2 ���R�4 俾��)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x����ｻ�{8��������-ﾘ,(*�7(9852�

11／1 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862�2 唐�l 俾冰(ﾊ乂r�

11／2 �ｩW育8��I&ﾘ�ｨ�Xﾏﾈ�(惲�塔r�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／2 弍)Xﾈ�8�^､x惲�2 �����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

ll／2 �ｨｷｸ�8��I&ﾘ�ｨ�XﾙY68惲�2 �����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／2 亊h�8�YL(竧惲�1，2 �#2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂r�

ll／2 弍)Xﾈ�8�Y_ｸﾊx惲�3 �3��1 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂r�

11／2 亊h�8�YY�ﾇﾈ惲�1，2 親子 �3��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

11／2 亊h�8�X櫁ﾎﾉ��ﾉ]ｸﾉ(郢�ﾙ8ﾈ�(6�4862���"�1 俾冰(ﾊ乂r�

11／4 ��h.侈y�ﾘ6�5���#"�1．5 �7ﾘ487�8X�ｸ5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｸ��齷�)5x麌����ﾉ[i5x麌�ﾊ乂r�

1レ／4 ��h.侈y�ﾘ6�5��親子 �3B�1．5 �7ﾘ487�8X��5x4�8�4ﾘ888�8ｨ�ｸ��齷�)5x麌����ﾉ[i5x麌�ﾊ乂r�

11／7 弍)>ﾉ*ﾈ�Y8ﾈ惲�1 ��#b�2 i ��h*ｹZ�78985(��ｻ�{8������齷�)5x7ｨ7(9858����{���樣5xﾊ��ｧxｻﾙ7乂x���

11／7 亊h�8�YH闃H惲�1，2 都b�l ��"�ｻ�{8������齷�)5x麌7(9858��{���樣5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

11／7 亊h�8�Y�9�ｹ]ｸ支���年長・年中 ���2�l ��i�h初zh,�.h.俾冰(ﾊ乂r�

11／8 儖ﾉEｨ�8�Y(itﾉ&ﾘ惲�1 鉄��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���h*ｹZ�7(9852�

11／8 弍)>ﾉ*ﾈ�Yfｸ惲�3 都F��l 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

11／8 伜(ﾊx�8�X堅齷|y>ﾉ(b�l �#��2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��{���樣5xﾊ乂x���-ﾘ,(*�7(9852�

11／9 弍)Xﾈ�8�Xﾞｸ�(惲�l ���R�3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*�7(9852�

ll／9 弍)Xﾈ�8�Y+y���ﾉ(b�2 涛B�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858����{���樣5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

11／10 ���^H�8�Xｸﾙg�惲�1，2 �#�B�2．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858���-ﾘ,(*�7(9852�
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月・日 ���Xｧxﾕｨ,�,r�学年 凅渥��ﾉ�B�利用時間 偃X��,���ｨ���:���>���vR�

11／10 亊h�8�X願9hｷX惲�1 都��1．5 仆�{8�������-ﾘ,(*�7(9852�

11／10 僮)�ﾉ*ﾈ�YI)�ﾈ惲�1，2 �3��1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��{���樣5xﾊ乂r�

11／10 亊h�8�YY�ｵi8ﾈ惲�1，2 �3B�3．5 �?ｨﾏX������(ﾆ�uh-��

11／14 佛8�8�8�Y�ｩ�h惲�6 ����5 舒)��,ﾉ�(��峪��,ﾉ�(��齷�)5x麌7(9858峪��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨﾞﾈ.��

11／14 亊h�8�YW穎ﾈ惲�1，2 �3r�4 做位�,(*�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x7ｸ7(985(��ｻ�{5eE"��ﾈ.郁hｻ8���ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂r�

11／14 弍)Xﾈ�8�X�ﾙMi]ｸ支���全 ���2�3 俾��)5x麌7(9858��ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂x��ｻ�{5eE"�

11／15 俯X��*ﾈ�X�9h9�h惲�1，2 �32�2 做位�,(*�7(9858ｻ�{8������齷�)5xﾋ87(9858ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂r�

11／16 弍)Xﾈ�8�Xﾏｨﾊ傅ﾂ�2 �����2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

11／17 亊h�8�YW��惲�2 鉄B�3 做位�,(*�7(9858��ｻ�{8������齷�)5x麌7(9858ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂r�

11／22 伜(ﾊx�8�X,ﾘ,�+ﾈ,ﾉfｹv9'H���年長 3 �3��3 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂r�

11／23 伜(ﾊx�8�X*�+X+ﾘ,ﾈ檍齷�(,ﾈ彙���B�2 俾冰(ﾊ乂r�

11／24 冏ｹ�8�8�Y�霪ｸ惲���#��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂r�

11／29 丿Yk�ﾋH�8�Y=���i?�惲�3 �����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

12／5 ���^H�8�Y�i,8惲�2 田R�1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858ｮ)���XﾗｩZ�5xﾊ乂x��ｻﾙ7乂x���

12／6 弍)Xﾈ�8�Y+y|ywｸﾎﾈｧxﾕｨﾘ)9兀B�1－3 ����4．5 舒)�鞅Xﾜ���峪��,ﾈ8ﾈ7h8ｨ4ｨ,(*ﾘ.��

12／7 佛8�8�8�Y�ﾈﾘx惲�6 �#��1．5 舒)���XﾗｩZ�5xﾊ乂x��齷u(ﾊ乂r�

12／14 佛8�8�8���Xｸﾙ;�(b�5 ����1．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

2／l 弍)Xﾈ�8�Y+y|y(b�2 �"�6 ��X�ｩ�ﾈﾋ��俾��)Zｩnﾈ�｢�

2／6 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾉ�ｧxﾕｩ�ﾈｧyYB�1 湯�3．5 仆�{8�������YI(�(,ﾈ貶ｴx�hｭ8�ﾈ��齷�)5x麌7(9858攣�逢x��

2／8 弍)Xﾈ�8�X��Eｸ惲�3 鉄r�4 �4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｸ��ｻ�{8������齷�)5x麌78985(�����{���樣5xﾊ乂r�

2／8 弍)Xﾈ�8�Xｯ)Xﾉm8ｧxﾕｨ抦ｧyYB�6 途�1 俾��)Zｩnﾈ,ﾉ�x���ﾈﾋ��

2／16 亊h�8�Y?�9hｷYv9'H���年長 塔��3 仆�{5eE(��ｻ�{8������齷�)5x麌���ｻﾙ7乂x���

2／28 丿Yk�ﾋH�8�Y=��v9'H���年長 都��2 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／2 儖ﾉEｨ��l韈8�Yd�饐ｸ支���年長・年中 �3b�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／2 儻ﾘﾄｹ*ﾈ��I&ﾘ�ｨ�X-�,(-ﾘｧx��Wﾘﾄｹv9'H���年長 田B�3．5 仆�{8������齷�)5x麌7(9858ｻ�{5eE(��ｻﾘ齎ｧx���

3／6 儖ﾉEｨ��l韈8�X��l駭ﾉ]ｸ支���年長・年中 �����2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻ�{5eE"�

3／6 丿Yk�ﾋH�8�Xﾘxｫﾘ,ﾉm益9'H���年長 都R�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／7 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�XﾏYk騅9'H���年長 �����2．5 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9858ｻﾙ7乂x���

3／7 侈(�(�8��I&ﾘ�ｨ�XﾏYk��i?�v9'H���年長 ��32�2．5 仆�{8������ｻ�{5eE(��齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x���

3／8 儖ﾉEｨ��l韈8�X蕀��]ｸ支���全 ����3 仆�{8������ｻ�{5eE(��ｻﾘ齎ｧx����齷u(ﾊ乂r�

3／8 儖ﾉEｨ��l韈8�X嫌�ｹ]ｸ支���全 �#��3 仆�{8������ｻ�{5eE(��ｻﾙ7乂x����齷u(ﾊ乂r�

3／8 亊h�8�Xｼｸ9hｷYv9'H���，　年少 �����2 俾冰(ﾊ乂x��ｻ�{8�����

3／9 ��8x�8�Y�9m云ｸ支���年長 ��#2�1 仆�{8������齷�)5x麌7(9852�

3／14 亊h�8�Xｾ�{8惲�3 ���B�2 仆�{8������齷�)5x麌7(9858��ｻﾙ7乂x������{���樣5xﾊ乂r�

3／15 儖ﾉEｨ��l韈8�Y��69�i?�]ｸ支���全 都��1 　　1 仆�{8������齷u(ﾊ乂r�

計 �189団体 ��(�3ンB�i i ��

9　催しもの開催状況

事業名 弍ｩ?｢�対　　象 �.�R�参加 �>�������������������������vR�

企　画　展 店�縒�一般 �#R�（雨天中止） �8ﾈ･X,ﾉm��ﾘ,h6ﾘ4ﾉOY}�齷�(ｬ��橙�
関連事業 店��#��一般 ��3��129 �<�¥ｩ5xﾗX�檍�Xｯ)Xﾈ,ﾉ��,ﾘ*�.�+X.ｸ*(��&雕X,ﾉ|�,ﾉ(h*�.xﾊ�,(-�,H���b�

6／4 �ｩL｢�20 �#��金華山の森自然観察会 

8／20 �ｩL｢�130 塔2�発掘調査報告会「徳山の縄文時代」、講演会「徳山縄文文化の系譜」 

9／23 ��X���なし ���B�むかしの版木を摺ってみよう 

9／24 ��X���なし �#�"�むかしの版木を摺ってみよう 

10／7 �ｩL｢�なし 都��職人の技　浮世絵摺り実演 

10／8 �ｩL｢�なし �����職人の技　浮世絵摺り実演 

10／9 ��ｸ自L｢�なし �3S��職人の技　浮世絵摺り実演 

10／22 �ｩL｢�130 田��特別展講演会「岐阜と錦絵」 

カルチャー 滴�����一般 �,�+R�45 囘ﾈ�(4X4�6(6�984��

講　　　　座 店���r�一般 �,�+R�31 �;��(4X4�6(6�984��

5／20 �ｩL｢�130 鼎R�講演会「IT時代の宝島～今、博物館がおもしろい～」 

6／21 �ｩL｢�なし �#��豊山ウオッチング 

7／15 �ｩL｢�20 ����デジタル・アーキビスト養成2日間講座①1日目 

7／16 �ｩL｢�20 ����デジタル・アーキビスト養成2日間講座①2日目 

7／19 �ｩL｢�なし ���豊山ウオッチング 

8／16 �ｩL｢�なし ��"�豊山ウオッチング 

8／27 �ｩLｨ�Xｻ8蹴�30 ��B�自然観察会「川原の石の見分け方」 

9／20 �ｩL｢�なし ����豊山ウオッチング 

10／14 �ｩL｢�20 ��"�デジタル・アーキビスト養成2日間講座②1日目 

10／15 �ｩL｢�20 ����デジタル・アーキビスト養成2日間講座②2日日 

10／18 �ｩL｢�なし �#��豊山ウオッチング 

10／29 �ｩL｢�130 鉄��岐阜の歴史講座「原　三渓とその生き方」 

11／11 �ｩL｢�20 ����デジタル・アーキビスト養成2日間講座③1日目 

11／12 �ｩL｢�20 ����デジタル・アーキビスト養成2日間講座③2日目 

11／15 �ｩL｢�なし �#2�豊山ウオッチング 

12／20 �ｩL｢�なし �#"�豊山ウオッチング 
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事業名 弍ｩ?｢�対　　象 �.�R�参加 �>�������������������������vR�

1／17 �ｩL｢�なし 湯�豊山ウオッチング 

2／18 �ｩL｢�20 ��r�講演「岐阜のほとけたち」 

2／21 �ｩL｢�なし �#b�豊山ウオッチング 

3／21 �ｩL｢�40 ����大人のための温泉講座 

3／21 �ｩL｢�なし 鉄"�豊山ウオッチング 

た　の　し　い 滴���b�親子 �3��59 仆�{8ｻ8��Xｻ�{8,�,H,x/�,��h*ｸ.�,ﾈ���b�

博　物　館 滴��#2�．親子 �3��24 ��X��,YH饂渥�%Hﾉ��

4／30 ��X���30 �32�恐竜教室「恐竜ってどんな生きもの？」（2回目） 

5／3 ��X���40 鼎2�化石のレプリカをつくろう 

5／14 ��X���20 ��b�自然観察会「夏鳥を観察しよう」 

5／24 �ｩL｢�20 ����パソコン簡単絵手紙　～へたでよし！心で描こう！～ 

6／11 �ｩL｢�300 �����豊山オリエンテーリング 

6／18 �ｩL｢�40 田��楽しい折り紙教室 

6／25 ��X���30 �#R�親子で博物館探検 

6／28 �ｩL｢�20 �#��パソコンで簡単に、水彩風暑中見舞いをつくろう 

7／1 ��X���20 �#B�魚の捕まえ方教えます　～ビオトープの自然観察～ 

7／8 ��X���15組 �#��植物標本をつくろう1 

7／9 ��X���20 �#"�魚の捕まえ方教えます　～ビオトープの自然観察～（2回目） 

7／17 ��X���15組 �3��植物標本をつくろう2 

7／22 ��ｸ自L｢�30 �#��まが玉をつくろう 

7／23 ��X���40 鼎"�化石のレプリカをつくろう 

7／30 �ｩLｨ��(hｧyD闌��8�｢�20 �#b�ウッドバーニングアート（焼き絵教室） 

8／2 ��X���10組 ��r�小鳥の骨の標本をつくろう1 

8／5 �ｩL｢�30 �3"�まが玉をつくろう 

8／6 �ｩLｨ�R�20 �3��木ホルダーをつくろう 

8／6 ��X���40 鼎R�化石のレプリカをつくろう 

8／9 ��X���10組 ��r�小鳥の骨の標本をつくろう2 

8／13 ��X���20 �#��自然観察会「セミの羽化を観察しよう」 

8／19 ��X���20組 鼎��火おこし器をつくろう 

8／20 ��X���40 �3��化石のレプリカをつくろう 

8／27 �ｩL｢�40 鼎2�木の動くおもちゃづくり 

9／2 �ｩL｢�30 �3��まが玉をつくろう 

9／17 ��X���30 �3R�昭和のおもちゃをつくろう（日光写真） 

10／1 ��X���10組 ��R�どんぐりと落ち葉で遊ぼう 

11／18 ��X���15組 ����江戸時代のおもちゃをつくってみよう（紙つばめ） 

11／19 �ｩL｢�200 ��C��徳山のくらしを体験しよう 

11／23 �ｩL｢�午前午後各20 鼎b�リースづくり 

11／29 �ｩL｢�20 �#��パソコンでつ　ろう、　ロ　フンチョンマットとおそろいの　イ・お 
玉イ’ 

12／3 ��X���30 鉄b�岩石・鉱物展　おもしろ教室 

12／10 �ｩL｢�40 �#��和凧をつくろう（運凧） 

12／16 ��X���30 �#2�岩石・鉱物展　おもしろ教室（2回目） 

12／17 �ｩL｢�40 鼎��わら細工～しめ飾りをつくろう～ 

12／23 �ｩL｢�40 都2�花もちをつくろう 

1／6 ��X���20 �#��自然観察会「春の七草ウオッチング」 

1／21 ��X���30 鉄b�恐竜教室「恐竜のくらし」 

l／28 ��X���30 田b�恐竜教室「恐竜のくらし」（2回目） 

2／4 ��X���30 �3R�昭和のおもちゃをつくろう（日光写真） 

2／11 ��X���20 �3b�自然観察会「冬鳥を観察しよう」 

2／17 �ｩL｢�20 ����豆びをの絵付教室 

2／25 ��X���40 鉄��昭和のくらしを体験しよう 

3／4 ��X���30 �#��親子で博物館探検 

3／11 ��X���15組 �#r�紙で手作りおもちゃをつくろう（紙ブーメランとミニ凧） 

3／18 ��X���15組 ��"�江戸時代のおもちゃをつくってみよう（紙つばめ） 

ギャラリー 滴��3��一般 �,�+R�60 �4ﾘ888�8ｨ�ｸ6x�ｸ4��Ym��ｸｭ�,ﾉ�(､X耳+ｸ,ﾉ��讓,i6�9ﾘ,hｵｨ���b�
関連事業 店��3��一般 �#��19 �7�6(6�8��ｸ4鞅X�����,ﾈ揵Z��x蓼,(,ﾈ扎,ﾈ7�6ｨ7ﾈ�ｸ6������

6／7 �ｩL｢�20 ����パッチワーク講習一利の小物『一つ花の眼鏡ケース』～ 

6／17 �ｩL｢�20 ��r�パッチワーク講習～和の小物『和布のコサージュ』～ 

8／10 傅ﾈｧy�b�午前午後各40 都r�トールペイントでケーキをつくってみよう！！ 

9／13 �ｩL｢�午前午後各40 �#��トールペイントでケーキをつくってみよう！！ 

10／21 �ｩLｨ�傅ﾈｧy�h決�8�｢�20 �#��木の実でおもしろ体験 

特別行事 滴��#��一般 �3���197 偸H,ﾈ4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

5／4 �ｩL｢�なし �3SB�響け！和太鼓 

5／21 �ｩL｢�午前午後各40 鉄R�全国植樹祭中濃サテライト会場自然体験学習 

8／26 傅ﾈ�Y(h�Xﾘ)�b�50 ��B�夏休み採集物鑑定会（動物・植物・化石・鉱物） 

10／28 �(hｧy�h決屬�300 �33��百年公園・博物館を写生しよう 

11／3 �ｩL｢�300 �#Cb�秋のグリーンアドベンチャー 

11／5 �ｩL｢�130 ��c"�秋のコンサートinミュージアム一秋の音楽を生演奏で～ 

l／7 �ｩL｢�400 ���B�七草がゆを食べよう 

ボ　ラ　ン　テ 店���2�一般 �#��5 仄I,ｨﾗXﾜ��

イ　ア講座 塗�����該当者 ����3 �>ｩ[i7舒ﾘ,ﾈｮ��)&ﾘ��

1／14 丼�9h�"�10 迭�昭和の生活資料の取り扱い 

合　計 ��93事業 ��5，184 ��
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10　出前授業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小中学生対象・授業の一環の場合

期　　日 冽���k����b�対象児童等 ��ﾉ�B�授　　業　　内　　容 

平成18年5月2日 弍)Xﾈ�9zxﾘy6顫ﾈｧxﾕ｢�6年 田R�火起こし体験・石器作り体験・遺物を触って考えよう 

平成18年5月11日 弍)Xﾈﾊyzy+y|ywｸﾎﾈｧxﾕ｢�中等部・高等部 ��2�植物観察会（学校周辺） 

平成18年5月12日 亊h�9zx願9hｷX抦ｧxﾕ｢�5年生 田B�ウシモツゴの牛態（ウシモツゴ譲渡会講師） 

平成18年5月30日 佛8�8�9zy�ｩ�h抦ｧxﾕ｢�4年生 �#2�中山城址の自然観察（春）（郡上市八幡町） 

平成18年7月14日 弍)Xﾈﾊyzy(iEｩwｸﾎﾈｧxﾕ｢�高等部 �#��カワゲラウオッチング（学校付近の藤谷川） 

平成18年8月30日 佛8�8�9zy�ｩ�h抦ｧxﾕ｢�4年生 �#��中山城址の自然観察（夏）（郡上市八幡町） 

平成18年9月26日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�4年生 ��R�カワゲラウオッチング（津供用）と学校林の観察 

平成18年10月16日 亊h�9zx岔tﾉ&ﾘ抦ｧxﾕ｢�5年生 都��lIiや水路の観察、生物や植物の採集（学校付近の寺田川等） 

平成18年11月1日 佛8�8�9zy�ｩ�h抦ｧxﾕ｢�4年生 �#2�中山城班の自然観察（秋）（郡上市八幡町） 

平成18年11月8日 佛8�8�9zy�ｩ�h抦ｧxﾕ｢�6年生 ��r�理科の授業「大地のつくり」野外観察（郡上市高鷲町） 

平成18年11月9日 儖ﾉEｨ�9zyOﾉEｩ(hｧxﾕ｢�1年生 �3R�日本最古の石博物館解説、上麻生礫岩の野外観察（加茂郡七宗町） 

平成18年11月10日 佛8�8�9zy�ｩ�h抦ｧxﾕ｢�5年生 ����理科の授業「長良川観察会」（郡上市～三重県桑名市） 

平成18年11月14日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�4年生 ��R�カワゲラウオッチング（津供用）と学校林の観察 

平成18年11月29日 亊h�9zyY�ｵi(hｧxﾕ｢�3年生 �3��土の中の生物の観察とその働きに関する実験 

平成18年12月4日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�小・中学生 塔��武儀地区小申ふれあい活動 

平成18年12月6日 亊h�9zyY�ｵi(hｧxﾕ｢�3年生 �3��カワゲラウオッチング（津供用） 

平成18年12月11日 亊h�9zyY�ｵi(hｧxﾕ｢�2年生 �3��理科実験授業（動物の形と環境への適応） 

平成18年12月15日 亊h�9zyY�ﾇﾉ�ﾉ(hｧxﾕ｢�2年生 �3��カワゲラウオッチング（博物館周辺） 

平成19年2月20日 亊h�9zyY�ｵi8ﾈ抦ｧxﾕ｢�4年生 ��R�カワゲラウオッチング（津供用）と学校林の観察 

11講師派遣

期　日 冽���k����b�対　　象 ��ﾉ�B�講　義　題　名 

平成18年4月11日 �&饑ｸ齪���Xｧxﾕ｢�新規採用県職員 涛��岐阜県の文化と歴史 

平成18年5月27日 弍)Xﾈﾊxﾘ)9乂xﾕｨｻ8支ﾊHｸh檠�iZ浦H橙�高校自然科学系部活動部員・顧問 ��3��自然観察会（金華山） 

平成18年6月2日 弍)Xﾈﾊyzy�厭�[h嶌4�4ｨ6h7��ｲ�エンジニア科2年生 ��2�水質検査・水生昆虫相調査（武儀川・余取川等） 

平成18年6月16日 弍)Xﾈﾊyzy�厭�[h嶌4�4ｨ6h7��ｲ�エンジニア科2年生 ��"�水生生物相調査（関市志津野） 

平成18年6月17日 亊h�8ｻ8支効醜檍���ﾉYI&霎hﾏij���園児、小学生、保護者等 鉄��自然観察会（津保IiI） 

平成18年6月19日 佛8�8�8ｻ8支ﾊHｸh橙�郡上市小学校理科教員 �#r�講義および露頭（郡上市白鳥町・大和町）観察 

平成18年6月30日 弍)Xﾈﾊyzy�厭�[h嶌4�4ｨ6h7��ｲ�エンジニア科2年生 ����魚類の捕獲と水生昆虫相の調査（武儀川） 

平成18年7月1日 冽ｹ�*ﾂ�子ども（小1～申2） ����ミニ掛け軸を作ってみよう 

平成18年7月15日 冽ｹ�*ﾂ�子ども（小l～小5） ��"�ミニ掛け軸を作ってみよう 

平成18年7月16日 弍)Xﾈﾊyzxⅸｼhﾘ)9乂xﾕ｢�教員 �#b�旧石器文化と岐阜 

平成18年7月27日 �?ｩgｸﾜXﾌ8,ﾉ�飃饂渥��小中学生および保護者 ��R�化石のレプリカづくり 

平成18年8月8日 ��Jｨﾅ8ｻ8支ﾊHｸh橙�安八郡小学校理科教員 ����地学領域の教材・教具の開発、活用法の研修 

平成18年8月12日 弍)Xﾈﾊyzxﾆ)=�)9乂xﾕ｢�恵那高校科学部部員 �#��長野県中一北部での調査・観測・観察・研修 

平成18年8月22日 價ｩU9,9*ﾈｻ8支効醜橙�八百津町内小・申・高校生 �32�化石のレプリカづくり 

平成18年8月23日 亊h�8揵(hｧxﾕｨｻ8支ﾊHｸh橙�関市小中学校教員 ��"�富野中周辺の津保IIゆ自然観察 

平成18年10月17日 亊h�9zyY�ｵi8ﾉ(hｧxﾕ｢�武儀東小学校教員 唐�ネイチャーゲーム講習会 

平成18年10月28日 �(iYHｧx���Xｧr�一般 �3���日光写真をつくろう 

平成18年11月3日 弍)Xﾈ�9zy+y��>ﾈ抦ｧxﾕ｢�長森南小学校4・5年生 �3��化石のレプリカづくり 
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〔利用状況〕

1　入館者数

本年度は、入館者数72，837人で前年に比べて4，878人

6．7％の減となった。これは、平成17年度が高校生以下

の無料化の効果があったことと、特に昆虫や鉄道を題材

とした企画展等が平成18年度に対して児童生徒の興味関

心を多くひきつけたことによると考えられる。

開館日数は304日であり、1日平均の入館者数は204人

で、1日あたりの入館者が最も多かった日は、施設無料

開放日の11月3日で2，875人を数えた。団体入館者数は、

12，357人で、入館総数の約16．9％であった。月別では10

月が4，639人で一番多く、団体入館者総数の37．5％を占め

ている。

春季特別展及び秋季特別展期間中の入館者数は下表の

とおりである。入館者総数は、32，147人を数え1日平均

は、345人であった。

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｩL｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ���3イ"�17 �(�3Sc2�4，422 �#b�170 

5 滴�3SS2�37 店�3ツ"�10，452 �#b�402 

6 �(�3CcB�26 �8�3C�R�5，905 �#b�227 

7 ���3cィ�230 �(�3#Cr�4，161 �#b�160 

8 �8�3�S"�39 滴�3��2�7，194 �#r�266 

9 ���3c3��18 �8�3�3r�4，794 �#b�184 

10 塗�3sS2�30 店�3#�R�11，998 �#b�461 

11 店�3sc��45 店�3�#B�10，930 �#b�420 

12 涛s"�　　30 1 ���3Cc��2，462 �#��123 

1 涛���3 ���3s�r�2，628 �#B�109 

2 ���3#c��21 ���3ピ"�3，161 �#B�132 

3 �(�3S���57 �(�3�cR�4，730 �#r�175 

計 �38�3C�B�553 �3��3ピ��72，837 �3�B�240 

特　　別　　展　　名 弍ｨ����ｭB�小中高生 ��Xｧy�b�一般 佗b�

開館30周年記念　　緑いきいき！岐阜の森 ���H��#��ﾃh��#R���7，652 鉄��9，899 ��x�3c���

飛騨美濃合併130周年記念　錦絵が語る美濃と飛騨 祷���X�ﾃ����#��7，314 鼎��7，182 ��H�3S3r�

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室等の利用者は、次のとおりであった。

＜講堂＞

岐阜県博物館協会第1回役員会

岐阜県博物館友の会役員会・総会

全国植樹祭中濃サテライト会場運営協議会

岐阜県小学校社会科研究部会

全国楢樹祭中濃サテライト会場運営協議会

岐阜県博物館協会理事会・通常総会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

衛生管理者会議

岐阜県植物誌調査会

百年公園運営協働会議

岐阜県植物誌調査会

たつみ会

可茂教育事務所初任者研修会

岐阜県中学校理科研究部会

岐阜県植物誌調査会

瑞穂市生活科部会

関市教育委員会小学校理科部会

西濃教育事務所アクティブ研修会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県人権施策推進課

岐阜県児童生徒科学作品展

岐阜県植物誌調査会

サークル悠

岐阜県高等学校初任者研修会

岐阜県博物館協会第3回役員会

岐阜県高等学校初任者研修会

岐阜県博物館等と連携した教育の実践的研究会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県小学校社会科研究部会

岐阜県植物誌調査会

岐阜県植物誌調査会
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＜研修室＞

全国植樹祭中濃サテライト会場運営協議会

百年公園運営協働会議

文化行政担当課長会議

岐阜県小学校社会科研究部会

全国植樹祭中濃サテライト会場運営協議会

岐阜県高等学校教育研究会公民地歴部会

岐阜県博物館協会地域博物館活性化委員会

美濃市小中学校教育研究会生活科部会

可茂教育事務所初任者研修会

岐阜県教育文化財団文化財保護センター

7／27

8／5

8／9

8／17

8／25

11／3－5

11／14

12／5

12／12

2／16

ノビルサー「おもしろ木曽川学講座」

各務原市教育研究会小学校理科部会

各務原市夏季教職員研修会

岐阜県中学校理科研究部会

西濃教育事務所アクティブ研修会

岐阜県児童生徒科学作品展

百年公園運営協働会議

岐阜県高等学校初任者研修会

岐阜県高等学校初任者研修会

岐阜県小学校社会科研究部会

＜ハイビジョンホール＞

岐阜県警察学校初任科生研修

文化行政担当課長会議

全国植樹祭中濃サテライト会場運営協議会

全国植樹祭中濃サテライト会場運営協議会

衛生管理者会議

可茂教育事務所初任者研修会

岐阜県緑化推進委員会

菖蒲まつりコンテスト表彰式

各務原市立小中学校教職員夏季研修講座

岐阜県警察学校初任科生研修

岐阜県児童生徒科学作品展表彰式

岐阜県高等学校初任者研修会

岐阜県高等学校初任者研修会

岐阜県博物館等と連携した教育の実践的研究会

〔博物館関係団体〕

1　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに

社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を

目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年2回）、機関紙発行（年3回）、会員研

修会（年2回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿

うように努力した。

平成19年3月現在、会員館園は131、個人会員は14名

主な役員は次のとおり。

会長…若宮多門、副会長…名和哲夫、古川秀昭、高屋
一行、榎本徹、田中彰、事務局は岐阜県博物館内にある。

＜主な事業＞

協会事業検討委員会

第1回役員会

協会監査

第64回会員研修会

会員研修委員会

岐阜県博物館協会理事会・通常総会

岐阜県博物館協会創立40周年記念式典

機関紙「岐阜の博物館」第151号発行

第1回地域博物館活性化委員会

機関紙委員会

東涯地区地域博物館活性化委員会

岐阜地区地域博物館活性化委員会

中濃地区地域博物館活性化委員会

東海地区博物館連絡協議会総会

第108回公開講座

西濃地区地域博物館活性化委員会

第2回地域博物館活性化委員会

第109回公開講座

第65回会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」第152号発行

東海三県博物館協会研究交流会

第3回理事会

公開講座委員会

会員研修委員会

第3回地域博物館活性化委員会

機関紙「岐阜の博物館」第153号発行
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2　岐阜県博物館友の会

博物館「友の会」は、動物・植物・地学等の自然系や

歴史・考古・民俗・美術工芸等の人文系、あるいは、

「マルチメディア」などに興味、関心をもつ人々の展示

観覧、研究、学習の便宜を図っていくという博物館の教

育普及と密接な関わりがあり、博物館の事業や活動をサ

ポートしていく会である。　　　　　一

18年度の一般会員数は296名、後援会員は14個人・団

体である。昨年度比で一般会員は53名の減である。昨年

度はその前の年の16年度比で66名減となっており、ここ

のところ、年々減少傾向にある。新規に会員になる数よ

りも継続会員の高年齢化が進み、退会者が増えてきてい

ることによるものである。後援会員は2個人・団体の増

であった。一般の多くの方々に「友の会」の存在や活動

内容について知っていただくことが必要であり、内容豊

かな活動にも心がけて推進しているところである。

平成18年度の主な事業、行事は次の通りである。

（1）会議

春季役員会・総会　5月6日（土）

秋季役員会　　　10月22日（日）

会長・副会長会　　3月15日（木）

（2）各種委員会

会報委員会4月27日（木）

探訪の旅委員会5月26日（金）

七草委員会12月1日（金）、1月6日（土）

（3）広報誌の発行

①季刊誌「友の会報」は86号（6月）、87号（10月）

88号（2月）の年3回発行。各誌A4判6頁で図・写

真オールカラー。各450部

②「博物館だより」は、87号（春季特別展）、88号

（秋季特別展）を400部発行‘

（4）図録の刊行

飛騨美濃合併130周年を記念する春季特別展並びに秋

季特別展にかかわる図録「緑いきいき！岐阜の森　その

多様な世界」500部を、「錦絵が語る美濃と飛騨」1000

部をそれぞれ発行する。

（5）図録の販売

図録の販売は、主に、今年度発行の図録を含め、従来

どおり、館内販売と外部施設での委託販売との二本立て

であるが、最近、インターネットによる本館ホームペー

ジ掲載で図録を知り、問い合わせによる注文が増えてき

ている。

委託による図録販売は、今年度、「（財）岐阜県広報

センター」、「飛騨・世界生活文化センター」の2ヶ所

がなくなり、「高山陣屋」、「海津町歴史民俗資料館」

「岐阜県世界淡水魚水族館（アクア・トトぎふ）」、

「下呂発温泉博物館」、「（有）Q企画」、「レストハ

ウス花兆」、「百年公園事務所」の7ヶ所となった。県

外では「東京国立博物館」、「国立歴史民俗博物館（千

葉県佐倉市）」の2ヶ所と委託販売契約を結んでいる。

今年度は、名古屋市立博物館で「比叡山と東海の至宝」

展、東京国立博物館で「仏像」展が催され、開催期間中、

当館友の会発行の関連写真集「円空さんとわたし－写真

集－」530部と図録「岐阜県の仏像」約110冊販売するこ

とができた。今後もこのように郷土に係わる自然系・人

文系・社会系等それぞれの分野の資料が県内外で利用さ

れるよう努力していきたい。

（6）博物館との共催事業の実施

①企画展関連事業・・・「東涯の木曽ヒノキ備林自然観察

会」他1回。②特別行事…「七草かゆを食べよう」他2

回。③たのしい博物館…「夏鳥を観察しよう」他24回、

④ギャラリー関連事業・・・「パッチワーク講習」他7回、

⑤カルチャー講座…「デジタル・アーキビスト養成2日

間講座（3回）他1回開催。

（7）友の会員入館の入館料補助

会員の博物館見学者は、4月1日～3月31日の1年間

に、常設館への入館者122名（3月末現在）、特別展期

間中の入館者113名（夏季特別展に53名、秋季特別展に

60名）、合計235名の入館があり、その入館料を友の会

で助成している。

（8）探訪の旅

岐阜県博物館友の会では、会員相互の見聞を広め教養

を高めるとともに、親睦を図ることを目的に、海外への

探訪並びに国内の探訪を実施している。国内外探訪の旅

の行き先については、アンケート調査により会員からの

希望の多い地域や行き先の中から無理のない行程を選択

して実施している。海外探訪は隔年実施となっていたが、

会員の希望があって16年度実施に続き、昨年度も中国雲

南省への世界遺産見学の旅をおこなったことから、今年

度は実施していない。国内探訪の回数については、昨年

度まで年2回～3回実施していたが、会員数が減少したこ

ともあって、今年度は1回で、10月に下記のとおり実施

した。

実施期日は10月11日（水）。参加者は50名。東海道探

訪の旅で、二川宿・新居関所跡・本興寺の3ヶ所を探訪

した。二川宿（現豊橋市）は、東海道の宿中小規模な宿

駅といわれているが、東海道宿駅で本陣の遺構が残って

いるのは、草津宿のばかはこの二川宿だけである。現在

は本陣資料館も併設されていて、時間をかけて見学した

いところだったが、東名高速の渋滞で、見学時間が少な

くなったのは残念だった。江戸幕府が江戸防衛のために

設置した関所で、全国で唯一現存する関所建物が新居関

所である。「入鉄砲と出女」で、特に、厳しい取り調べ

だったといわれるのが彷彿とさせられた。本興寺は湖西

地区随一の古刹で、国重文の本堂は1522年の修復で茅葺

き屋根の落ち着いた仔まいをみせていた。奥書院の落成

に谷文兆が描き晩年の傑作といわれる壁画と襖絵15両の

「四季山水図」にも触れることができ、会員の参加者に

は喜んでいただけた。
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Ⅲ　利用案内（平成19年度）

●開　館　時　間　　4月～10月9時00分～16時30分（入館は16時まで）

11月～3月9時30分～16時30分

●入　　館　　料

●休　　館　　日

区　　　　分 冏ｸ����������ｭ���7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8��
通　　常 �<�¥ｩ5x､ｨﾜ9(b�

般 �3#���#c��ｨ冷�別途料金 冖8����{��

大　学　生 �����鉄��ｨ苓�ﾂ�

小　中　高　生 冖8����{��無　　料 

月曜日（月曜日が祝日または振替休日の場合はその翌日）

年末年始（12月29日～翌年1月3日）

●駐　　車　　場　　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

●交

駐車料金・・・普通（軽）自動車300円、バス820円

通　　東海北陸自動車道　　関インターから車5分

岐阜バス　　岐阜上之保線、八幡線、千疋大平タウン線　　小屋名バス停下車徒歩15分

百年公園北口から300m
至郡上・高山　至北濃

東海北陸自動

岐阜 ㊤（患 �6�5嬰ﾈ������i餾8�窺�?�蓼ﾉﾂ�ﾉx�)�騅Xｮﾒ�

自国善書漢看漢種臆圏 
l妻且 

・総 �)��．∈圭一 田 

噸話頭朝議陽館　C′染韮曲謹監霊艦 
国道248号線‾‾‾‾‾‾‾顕蒜測戊鎧 JR高山線＝…＿恕艦≡据二三轡 

○ 名鉄岐阜駅二二二二「甘“ 岐阜駅Si”三富‥ 至大垣 

888mSSSSSSSSSSSS　SSSS鵜SSSSSSSSSSS 国道軒号線国道22艶、＿一〇岐阜繋美脚茂JR美濃太田 

岐阜羽島I。．蛙 古屋蕃線「…TT‥．書く　　　　　　　灘鞘聾澄譜撥 
懸鰯懸畿 刹L弼∴∴∴∴…∵霊蒜藤懸緩 ・・綴総数，∴Ail懸※※綴擬態懸懇態態．．．．饗鶏綴擬態幾，態 垣・米原・京都騒闘轟讃美選経－宮JCT 勅車道関インタ－から車5分　　C 

1、屋名バス停下車徒歩15分）吉 掩護翠丁目バス停乗。場醗撥 お越しの方は、名鉄岐阜バスターミナル又はJR岐阜駅名 乗車ください。 
※岐阜駅方面から

14番乗り場でこ

（岐阜上之保線
※関方面からお越

でご乗車くださ

駅

岐阜県博物館へは百年公園北口駐車場をご利用ください（有料）。歩行が困難な方は博物館まで車の乗 

り入れができますので、北ゲートでお申し出ください。 

〒501－3341岐阜県関市小屋名（岐阜県百年公園内）TEL（0575）28－3111㈹）FAX（0575）28－3110

URL h††p：／／www．mUSeUm．Pref．gifu．jp
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